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二

と
を
承
知
し
て
い
た
穿
き
度
い
。

口
、
國
民
的
祭
祀
及
び
家
租
祭
祀
を
遍
じ
て
の
皇
租
神

へ
の
録

一

大
化
の
改
新
に
於
て
制
定
せ
ら
れ
た
る
律
令
は
、
平
安
朝
中
期
以
後
は
弛
慶
し
た
る
こ
ご
は
既
述
の
所
で
あ
る
。
從

つ
て
神
祇
令

に
規
定
せ
る
十
九
度
の
祭
祀
、
即
ち
皇
室
の
祭
典
た
る
ご
同
時
に
國
民
全
盟
の
祭
典
に
し
て
、
大
部
分
伊
勢
神
宮

の
祭
祀
た
る
所
謂

十
九
度
の
祭
祀
は
、
平
安
朝
中
期
以
後
は
魔
れ
て
行
つ
江
の
で
あ
る
。
粟
田
寛
博
士
は
そ
の
著
祭
典
私
孜
に
於
て
、

『
か
く
て
後
、

保
元
平
治

の
頃
、
朝
家
の
内
乱

よ
り
起
り
て
、
朝
政
漸
に
衰

へ
給
ひ
、
神
事
も
魔
れ
行
に
あ
は
せ
て
、
乱
世

ε
な
り
け
れ
ば
、
荷
前

の
奉
幣
の
事
も
、
正
し
く
行
は
れ
難
く
、
つ
い
に
は
そ
の
お
も
か
げ
た
に
も
淺
ら
す
、
塵
て
久
し
く
な
り
ぬ
ざ
ぞ
、
天
照
大
御
神

ま

註

一

だ
山
陵
に
鎭
坐
す
御
代

々
々
の
天
皇
の
大
御
鰻
の
、
い
か
に
お
も
ほ
す
ら
む
、
い
ε
も
畏
き
御
事
な
る
べ
し
。』

ご
嘆
じ
て
ゐ
る
。

武
家
政
治
の
創
始
者
頼
朝
は
、
生
來
神
佛

に
対
す

る
深
い
信
仰
を
有

し
た
る
上
に
、

久
し
く
轄
朝
不
遇
に
在

り
し
間

に
敬
神
崇
佛

の
念
を
養
ふ
所
あ
り
し
が
故
に
、

一
朝
志
を
得
た
る
後
に
は
、

一
遍
の
政
策
者
流
ご
は
異
る
深
厚
な
る
敬
神
崇
佛
の
態
度
に
出
た
の

で
あ
る
。
就
中
伊
勢
帥
宮
は
頼
朝
の
最
も
崇
敬
し
忙
る
も
の
に
て
、
瀞
宮
領
に
対
し

て
は
、
特
に
年
貢
等
の
納
附
を
怠
る
こ
ご
な
き

や
う
彼
等
を
戒
筋
し
て
ゐ
る
。

即
ち
文
治
二
年
三
月
、

伊
勢
國
内
に
於
け
る
神
宮
領
の
御
園
御
厨
の
地
頭
に
向

つ

て
.

當
國
瀞
領

の
神
民
中
の
狼
藉

を
停
止
し
、

一
定
の
年
貢
及
び
給
主
、
禰
宜
、
神
主
の
得
分
物
は
、
先
例
に
任
せ
て
辮
備
す

べ
く
、
若
し
早
損
に

註
二

依
つ
て
怠
納
し
た
な
ら
ば
、
地
頭
の
得
分
を
立
替

へ
て
も
棘
役
を
怠
ら
ぬ
や
う
に
せ
よ
と
の
命
令
を
下
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
叉
、
伊



勢
大
神
宮
の
御
領
地
を
妨
げ
る
も
の
あ
り
し
を
責
め
、

「
凡
吾
朝
六
十
絵
州
は
立
針
の
地
た
り
ε
難
も
、
伊
勢
大
神
宮

の
御
領
な
ら

註
三

ぬ
所
あ
る
べ
か
ら
す
。」

と
戒
め
て
ゐ
る
。
是
れ
総
て
、
天
照
大
御
棘
の
民
族
的
共
同
祀
紳
に
し
て
之
が
崇
敬
を
怠
る
可
か
ら
ざ
る

を
戒
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

右
の
如
く
、
武
家
政
治
と
な
り
て
も
棘
事
尊
重
の
政
治
は
平
安
朝
の
ま

玉
を
踏
襲
せ
る
も
の
に
し
て
、
壽
永
三
年
二
月
二
十
五
日

源
頼
朝
が
泰
径
に
遺

は
し
た
書
面
の
條

々
書
の
諸
社
事
の
項
に
は
、
我
が
朝
は
棘
國
な
れ
ば
恒
例
の
紳
事
は
式
目
を
守
つ
て
解
怠
な

註
四

註
五

く
勤
行
せ
し
む
べ
き
由
を
沙
汰
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
ε
い
ふ
こ
と
が
見
え
て
ゐ
る
。
而
し
て
武
家
法
制
た
る
貞
和
式
目
第

一
條
に
は
、

一
、
可
袖
修
二理
.
神
社
↓專
暖
祭
祀
レ
事

右
神
者
依
切
テ人
之
敬
～増
け威
.。

人
者
依
副テ
紳
之
徳
　.添
け
運
.。

然
.バ
則
チ恒
例
之
祭
祀
不
レ致
訊力
べ..陵
夷
岬
。

如
在
之
禮
彙
莫
ル

令
ユ
ル
.,怠
慢
叱。

因
の
鼓
。於
訓
テ關
東
御
分
國

々
井
庄
園
『者
。

地
頭
棘
主
等
。
各
存
勘其
趣
↓可
陣
致
訊精
誠
↓
也
。

象
ネ
テ
へ
叉
至
浮

有
レ
封
社
～者
。
任
烏
代
々
符
}示

破
之
時
。ベ
ラ
ク且
加
甑
修
理
づ。

若
及
訳
.大
破
～令
壕
ル
ハ言
二
上
子
細
岬。

随
詑
其
左
右
{.可
け有
罰共
ノ

沙
汰

一突
。

ε
規
定
し
て
、
關
東
御
分
の
國

々
並
に
荘
園
に
於
て
は
、
地
頭
、
紳
主
等
能
く
慕
府
制
令
の
旨
を
匿
し
て
、
祭

祀
の
禮
食
を
蓋
し
、

註
六

杜
頭
の
修
理
を
完
う
す
べ
き
こ
ご
を
命
じ
て
ゐ
る
。
さ
ら
に
第
二
條

に
は
、
崇
佛
を
規
定
し
て
ゐ
る
。

一
、
可
稗
修
二造
シ寺
塔
り勤
中
行
佛
事
等
b
事

右
寺
社
錐
ほ
異
リ
ト
。
崇
敬
ハ是
.
同
ジ。
傍
,テ
修
造
之
功
。
恒
例
之
勤
。
宣
。
ク准
翻先
條
　莫
嘘
べ
.招
該
..
役
勤
弓
。
但
.恣
.貧
罰
寺
用
↓

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本
全
体
國
家
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於
V
不
レ勤
二
其
役
づ之
輩
炉
者
。
早
ク
可
け令
け
ム改
二易
彼
,職
↓突
。

抑

々
貞
永
式
目
は
、
平
安
朝
末
律
令
が
死
法
ε
な
り
、
別
に
慣
習
法
と
し
て
獲
展
し
來
り
し
も
の
を
成
文
化

し
た
る
も
の
に
し
て
、

そ
の
制
度

は
北
條
泰
時
の
時
代
に
か
製
れ
ざ
も
、
そ
の
中
に
は

『
任
二
右
大
將
家
之
例
一』
と
言
ひ
、

『
任
二右
大
將
家
御
時
之
例
』

ご
言
ひ
、

『
右
大
將
家
御
時
以
來
至
二干
當
世
一…
…
先
縦
惟
多
云
云
』
と
い
ふ
の
類
多
し
。
そ
の
所
謂
右
大
將
家
ご
は
頼
朝
を
指
せ

る
も
の
に
し
て
、

之
に
由
つ
て
、

頼
朝
の
時
法
制
の
観
る
べ
き
も
の
あ
る
を
知
る
ご
共
に
、

後
世
に
至
る
ま
で
、

幕
府
が
頼
朝
時

註
七

代
の
法
制
を
尊
重
し
て
、
貞
永
式
目
の
中

に
之
を
挿
入
し
た
る
を
知
り
得
る
。
而
し
て
右
の
冑
頭
の
敬
神
の
掟

は
、
頼
朝
の
方
針
を

成
文
化
し
た
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

貞
永
式
目
五
十

一
筒
條
の
中
、
先
づ
首
條

に
棘
社
の
規
定
を
置
き
、
次
に
第
二
條
に
寺
院
の
規
定
を
牧
め
た

る
は
、
敬
神
崇
佛
の

信
念
よ
り
出
で
る
も
の
に
し
て
、
當
時
は
佛
勝
紳
劣
の
神
仏
習
今
の
行
は
れ
た
る
世
に
し
て
、
棘
社
を
先

に
し
佛
寺
を
次
に
せ
る
は
、

如
何
に
敬
棘
崇
組
の
信
仰
を
尊
重
せ
る
か
を
知
り
得
る
。
是
れ
即
ち
、
平
安
中
期
以
來
漸
次
弛
魔
し
た
り
し
敬

棘
崇
租
、
殊
に
皇
租

榊

へ
の
陳
民
的
祭
祀
を
復
活
し
た
る
も
の
に
し
て
、
皇
祀
棘

へ
の
祭
祀
は
平
安
朝
以
來
、
皇
租
神

が
日
本
民
族

ω
共
同
組
神
な
り
と

の
信
仰
に
基

い
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
是
れ
は
臆
て
鎌
倉
初
期

に
於
け
る
精
神
共
同
社
愈
の
蘇
生
ご
な
り
、
日
本
全
膣
國
家

蘇
生
の
契
機

ご
な
る
も
の
で
あ
る
。
之
を
結
論
す
る
た
め
に
は
、
吾
人
は
更
に
家
と
祀
先
祭
祀
ご
の
関
係

を
論

じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

の

婚

姻

及

び

離

婚

中
世
の
婚
姻
法
は
、
略
々
上
代
の
婚
姻
法
に
類
し
、
律
令
法
に
依
り
て
影
響
せ
ら
れ
た
部
分
は
頗
る
少
い
。
婚
姻
成
立
の
形
式
的



要
件
は
、
婚
約
ご
成
婚
こ
の
二
つ
で
あ
つ
て
、
婚
約
の
こ
ご
は
當
時
之
を
縁
約
、
約
諾
、
契
約
ご
稻
し
、
成
婚
の
こ
と
は
之
を
嫁
婆

と
言
つ
た
。
而
し
て
縁
約
の
締
結
に
は
父
母
の
同
意
を
要
し
、
父
母
意
見
を
異
に
す
る
と
き
は
.
父
の
意
見
に
從
ふ
べ
き
も
の
ざ
さ

れ
た
。
伊
達
家
塵
芥
集
に
、
『
一
名
代
問
答

の
事

お
や
ま
か
せ
た
る
べ
し

(中
略
)け
い
や
く
の
事
ら
可
・
爲
二同
然
一な
り
』
と
あ
り
、

註
八

以
て
右
の
法
理
を
知
り
得
る
。
伊
達
家
塵
芥
集
は
、
陸
奥
の
探
題
伊
達
植
宗
の
制
定
し
た
る
法
典

に
し
て
、
從

つ
て
職
國
時
代
の
法

制
で
あ
る
が
、
貞
永
式
目
を
中
心
ε
す
る
鎌
倉
時
代
の
法
制
を
倣

へ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
之
を
以
て
鎌
倉
時

代
の
法
制
を
推
論
し

註
九

得
る
の
で
あ
る
。

武
家
法
に
於
て
は
、
離
婚
を
通
常
離
別
ご
言
ひ
、
こ
の
時
代
の
末
に
は
叉
主
從
関
係

の
解
浩
に
准
じ
て
、

『
暇
を
與

へ
る
』
と
言

っ
た
。
律
令
に
於
け
る
が
如
く
.

一
定
の
離
姻
原
因
に
基
く
に
は
非
す
し
て
、
全
く
夫
の
自
由
に
て
一
方
的
に
棄
妻
出
來
た
の
で
あ

る
。
但
し
、
妻
が
重
科
を
犯
し
て
棄
て
ら
れ
た
時
に
は
、
夫

か
ら
得
た
所
領
を
失

ふ
べ
き
で
あ
つ
た
が
、
夫
の
好
悪

に
由
る
離
姻
な

ら
ば
、
妻

は
そ
の
所
領
を
持
ち
去
る
こ
と

が
出
來
た
の
で
あ
る
。
右

は
夫
の
棄
妻
権

で
あ
る
が
、
妻

は
夫
を
棄

て
曳
自
由
に
再
嫁
す

る
こ
と
は
許

さ
れ
な
か
つ
た
。
伊
達
家
塵
芥
集
に
、

『
一
夫
婦
い
さ
か
い
の
事
、
そ
の
女
猛
き
に
よ
り
、
夫
追

い
出
す
、
然
て
か
の

女
夫
に
い
ご
ま
を
得
た
る
の
よ
し
申
、

あ

ら

た
め
ご
つ
が
ん
事
を
お
も
ふ
、

其
親
兄
弟
も
ε
の
夫
の
か
た

へ
ε
璽
け
に
及
ば
す
し

・

註
十

て
、
か
の
夫
を
改
む
、
今
ε
つ
ぐ
ご
こ
ろ
の
夫
、
女
共
に
罪
科
に
お
こ
な
ふ
べ
き
也
』
と
言

へ
る
に
依
り
て
知
り
得
る
。

本
來
我
が
國
に
内
在
す
る
租
先
崇
拝
の
習
俗
は
.
儒
教
道
徳
に
依
り
て
自
畳
を
高
め
、
婚
姻
は
、
租
先
祭
祀

の
永
績
を
維
持
す
る

が
た
め
に
纏
承
者
を
得
る
の
目
的
を
以
て
す
る
男
女
の
結
合
な
り
と
考

へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
右
の
武
家
法
制

に
於
け
る
婚
姻
に
於

封

建
制
下
に
於
け
る
日
本
杢
燈
國
家

四
五
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け
る
父
母
の
同
意

は
、
婚
姻
は
子
孫
を
得
て
家
祭
糠
承
者
を
断
や
さ
ぬ
爲
な
れ
ば
、
不
適
當
な
る
配
偶
者
を
得
ざ
ら
し
む
べ
く
豫
め

警
戒
す
る
に
在
る
。
之
に
依

つ
て
、
武
家
法
制
が
祀
祭
断
絶
を
防
が
ん
が
た
め
に
家
を
維
持
す
る
こ
ご
を
目
的
と
し
、
家
を
以
て
租

先
祭
祀
の
齋
場
た
ら
し
む
る
の
法
意
を
知
り
得

る
。
然

る
に
離
婚

に
於
て
は
、

『
無
子
』
そ
の
他
家
祭
縫
承
者
を
得
る
に
困
難
な
る

律
令
の
七
去
の
如
き
離
婚
原
因
を
認
め
す
し
て
、
夫
の
自
由
の
棄
妻
樺
を
認
む
る
は
、
全
く
武
家
社
曾
の
武
断
的
特
性
に
基
く
の
で

あ
る
。
即
ち
、
家
の
継
続
尊
重
を

一
面
に
維
持
し

つ
」
、
他
面
主
從
関
係

な
る
武
士
階
級

の
秩
序
に
服
す
る
こ

蓬
を
要
求
せ
ら
る
エ

こ
と
に
依
り
て
、
そ
の
限
り
に
於
て
、
律
令
法
ご
比
較
し
て
家
の
尊
重
の
程
度
が
減
殺
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
大
化
の
改

新
後
律
令
政
治
の
盛
時
ご
比
較
し
て
、
鎌
倉
初
期
に
於
て
は
、
家
租
祭
祀
を
通
じ
て
の
皇
祀
榊

へ
の
信
仰
は
、

一
段
と
低
調

た
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
是
れ
、
文
治
の
革
新
が
大
化
の
改
新
、

明
治
維
薪

ご
較
べ
て
、
日
本
全
体

國
家
の
確
立
若
し
く
は
蘇
生
が
低
調
た
る

の
所
以
に
屡
す
る
。

②

養

子

律
令

に
於
て
は
、

『
無
子
』
を
以
て
養
子
縁
組
の
條
件
こ
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
養
親
に
男
子
な
き
を
條
件

ご
し
て
ゐ
る
。
然
る
に

鎌
倉
時
代
に
於
て
は
、
養
親
に
男
子
な
き
を
要
し
な
い
。
假
令
男
子
あ
る
も
、
養
子
を
な
す
こ
と

が
出
來
九
の
で
あ
る
。
蓋
し
是
れ
、

次
に
家
督
相
続

に
於
て
論
す
る
が
如
く
、
當
時
の
家
督
相
綾
の
目
的
物
は
主
と
し
て
所
領

に
在
り
し
が
故
に
、
假
令
實
男
子
あ
る
も
、

他

に
器
量
人
を
求
め
て
養
子
と
な
す
の
必
要
あ
り
し
が
た
め
で
あ
る
。
ゆ
え
に
當
時
に
於
て
は
、
器
量
に
あ
ら
ざ
る
子
、
叉
は
…教
令

に
違
背
す
る
不
孝
の
子
姦

當
し
て
・
器
量
の
人
'を
華

と
す
る
こ
系

行
は
れ
馳

志
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又
養
親
は
男
子
た
る
を
要
せ
す
、
女
子
も
亦
養
子
を
な
す
こ
ご
が
許
さ
れ
た
。
貞
永
式
目
第
廿
三
條
に
は
、

一
、
女
人
養
子
事

右
如
助法
意
一者
。
錐
ほ
不
け
許
け
之
.。

右
大
將
家
御
時
以
來
。

至
鷲
デ
干
當
世
鴫無
爵
共
子
一之
女
人
等
、
譲
二與
.
ル所
領
.於
養
子
暢

事
。
不
易
之
法
。
不
レ可
勉
.勝
ゲ
テ計
司。
加
.ル
ニ之
二都
鄙
之
例
。
先
躍
惟
多
.。
評
議
之
處
尤
足
訪信
用
読
.顛

。

ε
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
場
合
の
女
子
は
、
寡
婦
で
あ
る
。

而
し
て
律
令

に
は
、
子
無
き
者

に
養
子
を
許

す
條
文
あ
れ
ご
も
、

寡
婦
に
之
を
許
す
條
文
は
存
し
な
い
。
ゆ
え
に
、

明
法
家

は
之
を
許
す
べ
か
ら
す
と
し
九
け
れ
ざ
も
、
武
家
の
慣
習
が
女
子
の
戸
主

た
り
所
領
の
所
有
者
た
る
こ
と
を
認
め
た
る
以
上
、

さ
ら
に
之
を
相
続

せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
養
子
を
な
す
を
妨
げ
ざ
る
は
、
言
を

侯
た
ざ
る
所
に
し
て
、
之
を
吾
妻
鏡

に
徴
す
る
に
、
壽
永
元
年
十
月
十
七
日
條

に
、
頼
朝
の
乳
母
た
り
し
比
企
尼
が
甥
能
員
を
養
子

ε
な
し
た
り
し
こ
と

あ
り
て
、
頼
朝
の
時
よ
り
既
に
、
女
子
に
養
子
縁
組
の
事
實
慣
例
が
存
在
す
る
。
右
の
貞
永
式
目
の
條
文
は
、

註
十
三

之
を
成
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
式
目
の
條
文
に
於
て
注
意
す
べ
き
貼
は
、

女
子
が
養
子
に
譲
與
す
べ
き
家
督
相
続

の
目
的
物

が
所
領
に
在
る
こ
と
で
あ
る
。

上
記
の

『
無
子
』
を
養
子
縁
組
の
條
件
ε
せ
す
、
且
女
子
の
養
子
を
許
す
鮎
よ
り
推
究
す
れ
ば
、
鎌
倉
幕
府
法
は
、
家
を
以
て
租

先
祭
祀
の
齋
場
ご
な
し
、

組
祭
断
絶
を
防
が
ん
が
た
め
に
家

の
維
持
を
目
的
ε
せ
ざ
る
が
如
く
で
あ
る
。
然
り
11
"以
上
の
二
貼
よ
り

之
を
推
せ
ば
、
所
領
の
恩
給
を
受
け
る
に
足
る
の
軍
役
を
將
軍
に
対
し
て
爲
し
得
る
の
器
量
人
に
そ
の
所
領
を
與

へ
る
こ
ご
を
以
て
、

養
子
を
な
す
の
主
た
る
目
的
こ
し
た
の
で
あ
る
。

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本

全
盤
國
家

四

七
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四
八

右
の
養
子
を
な
す
の
主
た
る
目
的
は
、
所
謂
武
家
社
會
に
於
け
る
主
從
関
係

に
基
く
特
殊
表
現
に
し
て
、

『
異
姓
不
レ養
』
を
原
則

と
し
た
る
所
に
、
養
子
制
度
本
來
の
目
的
は
存
す
る
こ
と
を
知
り
得
る
。

註
十
四

鎌
倉
幕
府
法
に
於
て
は
、

養
子
こ
な
る
者
は
養
親
ご
同
姓
た
る
こ
と
を
原
則
こ
し
、

例

外
と
し
て

異
姓
の
養
子
が
許
さ
れ
た
。

『
異
姓
不
養
』
の
こ
の
原
則
は
、
律
令
の
戸
婚
律

に
於
け
る
が
如
き
嚴
格
さ
は
な
く
、

異
姓
養
子
も
法
律
L
許

さ
れ
た
の
で
は
あ
る

凄、
れ
こ
も
、

『
異
姓
不
養
』
を
原
則
と
し
仁
る
所
に
、

重
大
な
る
意
義
が
存
す
る
。
蓋
し
、
凡
そ
、
狙
先
の
霞

は
血
統
の
後
商
に
非

ざ
る
者
の
祭
を
饗
け
す
ざ
は
、
組
先
崇
拝
の
本
質
よ
り
生
す
る
信
念

に
し
て
、

狙
先
祭
祀

は
父
租
に
対
す
る
敬
愛
の
情
よ
り
稜
し
た

る
も
の
に
し
て
、
孝
道
の
延
長
な
れ
ば
、
祭
る
者
は
血
統
の
子
孫
に
し
て
、

祭
を
受
く
る
者
は
血
縁
の
租
先
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る

は
、
當
然
の
事
理
で
な
れ
け
ば
な
ら
ぬ
。
ゆ
え
に
、

祖
先
崇
拝
の
情
未
だ
熱
烈
な
る
鎌
倉
初
期
に
於
て
養
子
は
血
族
を
以
て
之
を
爲

す
こ
ご
を
原
則
と
す
る
は
、
當
然
な
り
こ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ゆ
え
に
こ
の
時
代
の
養
子
制
度
は
、
家
祭
継
続

の
た
め
の
家
の
維

持
を
本
來
の
目
的
ご
せ
る
も
の
で
あ
る
。

蝕
に
、
家
祭
糧
績
の
た
め
の
家
の
維
持
て
う
養
子
制
度
本
來
の
目
的
が
武
家
社
會
に
於
け
る
養
子
制
度
の
特
殊
口
的
に
依
り
て
減

殺
せ
ら
る
ゝ

を
見
る
。

③
相
続

鎌
倉
幕
府
法
に
於
て
は
、
家
督
を
相
続

す
べ
き
男
子
を
嫡
子
ご
言
ひ
、

叉
総
領
と
も
言
ひ
、
家
督
相
続

人
の
選
定
を
嫡
子
を
立
つ

と
言

つ
た
。
嫡
出
長
子
は
被
相
続

人
の
反
対

の
意
思
表
示
な
き
限
り
、

嫡
子
た
る
の
地
位
を
保
持
し
て
ゐ
た
か
ら
、
嫡
出
長
子
は
法



定
の
家
督
相
続

人
た
る
の
地
位
を
有
し
て
ゐ
た
と
言
つ
て
よ
い
。

併
し
當
時
は
、
嫡
子
の
選
定
は
被
相
続

人
の
意
思
が
絶
対

に
尊
重

註
十
六

せ
ら
れ
江
る
が
故
に
、
嫡
出
長
子
を
さ
し
お
い
て
次
男
を
立
て
、
嫡
子
を
す
て
曳
庶
子
を
立
て
る
こ
ご
も
有
り
得
た
の
で
あ
る
。

貞
永
式
目
の
規
定
は
大
部
分
、
財
産
相
続

、
遺
産
相
続

に
關
し
、

十
八
條
、
二
十
條
、
二
十
三
條
、
二
十
五
條
、
二
十
六
條
皆
然

り
。
而
し
て
第
二
十
二
條
も
主
と
し
て
財
産
相
続

に
關

す
る
規
定
な
る
も
、
そ
の
文
中
に
、
『
今
所
レ立
之
嫡
子
分
』
云

々
と
あ
る
嫡

註
+
七

子
は
、
家
督
相
続

人
を
意
味
し
、
第
二
十
二
條
は
又
家
督
相
続

に
關
す
る
規
定
で
あ
る
。
第
二
十
二
條
に
言
ふ
。

一
、
父
母
所
領
配
分
ノ
時
。
錐
ぽ
非
訟
ト義
絶

哩不
曜
譲
訓
與
へ成
人
子
息
唱事
。

右
其
,親
。
以
訪成
人
之
子
↓。
令
ユ
ル吹
學
唆之
間
。
働
甜
.勤
厚
之
思
り。
積
謡勢
功
づ之
庭
。。
或
ハ就
許
縫
母
之
識
亘

.。
或
依
副庶
子

之
鐘
愛
㎝.。

共
,
子
錐
レ
不
叶被
ゴ
.義
絶
一。

忽
漏
瀞
テ彼
ノ
庭
分
『。
佗
際
之
條
鴇
非
擦
之
至
也
。

伍
,デ
割
許今
所
レ
立
之
嫡
子
分
↓。

以
評
五
分
,
;

可
キ
宛
3給
人無
足
之
兄
噸也
。

但
.
錐
睡
爲
副.
小
分
一。

於
評
計
リ
宛
岬
ル
.者
。

不
レ論
二嫡
庶
一。

宜
け.
依
誹
誰
跡
一。
抑

錐
ほ
爲
訓
ト嫡
子
一。
無
ψ
指
セル奉
公
一。
叉
於
考
不
孝
之
単
一
者
。
非
訟沙
汰
之
限
芸
矢
。

按
す
る
に
本
條
は
、
父
子
義
絶
し
た
る
に
非
る
に
、
縫
母
の
識
言
若
し
く
は
庶
子
の
鐘
愛
に
依
り
、
被
相
続

人
が
嫡
出
長
子

に
家

督
を
譲
ら
す
、
之
を
庶
子
に
譲
り
た
る
時
の
庭
分
に
し
て
、

少
分
に
て
も
嫡
子
に
與

へ
置
き
た
る
場
合

は
、
各

々
そ
の
處
分
に
依
ら

註
十
八

し
む
べ
し
と
難
、
も
全
く
與

へ
ざ
り
し
時
は
、

現
戸
主
の
五
分
の

一
を
嫡
出
長
子
に
與
ふ
可
し
ε
命
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
律
令
の

家
督
相
続

が
專
ら
祭
祀
の
相
続

に
着
目
せ
る
に
、

貞
永
式
目
の
家
督
相
続

が
財
産
若
し
く
は
所
領
の
相
続

に
着
目
せ
る
は
、
第
二
十

二
條
を
見
れ
ば
自
ら
明
か
で
あ
る
。

封
建
制

下
に
於
け
る
日
本
全
体

國
家

四
九
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五
〇

相
続

法
は
、
古
來
進
化
の
三
時
期
を
経
過

せ
る
も
の
に
し
て
、

第

一
期
は
祭
祀
相
続

に
し
て
、
第
二
期
は
家
督
相
続

に
し
て
、
第

三
期
は
財
産
相
続

で
あ
る
。

律
令
の
相
続
法
は
正
し
く
祭
祀
相
続

で
あ
つ
た
。
中
古

に
於
け
る
戸
主
と
錐
、
家
族

に
対
す

る
権
力
及

び
家
産
に
対
す

る
所
有
権
を
有
し
て
ゐ
江
。

而
も
是
れ
、
全
く
從
た
る
相
続
の
目
的
に
し
て
、
唯

一
と
も
言
ふ
べ
さ
主
た
る
相
続

の

目
的
は
、
家
祭
の
糠
承
に
在
つ
忙
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
蹟
。
鎌
倉
時
代
の
戸
主
は
家
族

に
対
し

て
絶
対

の
権
力
を
揮
ひ
た
る
も
の

に
し
て
、
是
れ
は
後
に
燭
れ
る
で
あ
ら
う
。

而
し
て
式
目
の
條
文
中
に
は
、
戸
主
と
言

ふ
べ
き
所
に
父
若
し
く

は
母
と
言
ひ
、
戸
主

註
十
九

若
し
く
は
戸
主
権
と
い
ふ
文
字
な
け
れ
こ
も
、

家
督
相
続

は
要
す
る
に
戸
主
権

の
相
続

に
外
な
ら
ぬ
。
上
記
貞

永
式
目
第
二
十
二
條

ε
併
せ
考
ふ
れ
ば
、
當
時
の
戸
主
権

は
、

家
族
に
対
す

る
統
制
権
ざ
家
産
に
対
す

る
所
有
権
ご
の
二
つ
を
包
括

す
る
所
の
権
利
で
あ

る
。
而
も
式
目
第
二
十
二
條

は
、

戸
主
権

就
中
家
産
を
以
て
相
続

の
目
的
物
と
な
し
、
家
祭
の
縫
承
に
つ
い
て

一
言
燭
れ
ざ
る
所
よ

り
推
せ
ば
、
こ
の
時
代
の
家
督
相
続

が
組
祭
縫
承
を
目
的
と
せ
ざ
る
が
如
く
で
あ
る
。

然
れ
ご
も
、
是
れ
皮
相

の
見
解
に
し
て
、
穗

註
二
〇

積
陳
重
博
士
の
説
か
る
玉
が
如
く
、
家
産
の
保
全
を
侯
ち
て
始
め
て
、

家
及
び
家
祭
の
糠
績
は
望
み
得
べ
き
も
の
に
し
て
、
式
日
第

二
十
二
條
が
家
産
を
以
て
相
続

の
目
的
的
と
な
す
所
以
の
も
の
は
、

家
祭
継
続

を
圖
る
が
た
め
に
外
な
ら
ぬ
。

さ
ら
に
吾
人
は
、
家

督
相
続

そ
れ
自
體

の
根
本
に
遡

つ
て
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

若
し
夫
れ
組
祭
綴
績
を
全
然
無
視

す
る
な
ら
ば
、
財
産
相
続

若
し

く
は
遺
産
相
続

の
み
を
認
め
て
、
好
む
所
の
者
に
そ
の
所
領
を
譲
與
す
れ
ば
可
な
ら
ん
。

一
家
の
噺
絶
の
如
き
敢
て
顧
慮
す
る
の
必

要
な
か
る
べ
し
。
而
も
別
に
家
督
相
続

を
認
め
、

家
産
ε
家
族
と
に
対
す

る
権
利
を
包
括
す
る
戸
主
権
の
相
続

を
認
め
て

一
家
の
断

絶
を
防
ぐ
も
の
、
家
祭
糧
績
を
無
視

せ
る
も
の
ざ
断
じ
て
言
ひ
得
な
い
。



な
ほ

一
言
語
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
は
、

式
目
第
二
十
二
條
の
武
家
社
會
的
特
殊
表
現
た
る
黙
で
あ
る
。
武
家
社

曾
に
於
て
は
、
そ
の

所
領
に
依
櫨
し
て
將
軍
に
対
し
て
忠
勤
を
は
げ
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

所
領
な
く
し
て
は
將
軍

に
奉
仕
し
得
な
い
。
そ
の
限
り
に
於
て
、

家
督
相
続

に
關
し
て
財
産
が
重
要
視

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
是
れ
、

武
家
社
會
に
於
け
る
相
続

の
特
殊
目
的
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
ぬ
。

吾
人
は
上
來
、
國
民
的
祭
祀
及
び
家
租
祭
祀
を
通
じ
て
の
皇
組
神

へ
の
蹄

一
を
、

武
士
階
級
に
つ
い
て
の
み
論

じ
九
。
然
れ
こ
も

貞
永
式
目
は
、
植
木
直

一
郎
教
授

の
御
成
敗
式
目
研
究
に
撮
れ
ば
、

武
士
の
み
な
ら
す

一
般
庶
民
、
即
ち
式
目
中

に
所
謂
凡
下
単
に

も
安
當
し
た
る
も
の
に
し
亀

二
酢
も
貞
永
式
目
は
平
安
朝
末
暴

の
薯

法
を
成
文
化
し
砦

も
の
な
れ
ば
二

般
養

も
亦
・
頼

朝
以
來
鎌
倉
初
期
を
通
じ
て
、
國
民
的
祭
祀
及
び
家
組
祭
祀
を
通
じ
て
皇
組
紳

へ
蹄

一
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

,

以
上
は
神
道
に
就
い
て
の
み
論
じ
た
が
、
平
安
朝
未
期
よ
り
鎌
倉
初
期
に
亘
つ
て
、

法
然
上
人
の
浮
土
宗
、
榮
西
繹
師
の
臨
濟
宗

な
ご
起
り
、
吾
人
の
今
問
題
こ
せ
ざ
る
鎌
倉
初
期
以
後

に
は
、

親
鶯
上
人
の
眞
宗
、
道
元
膵
師
の
曹
洞
宗
、
日
蓮
上
人
の
H
蓮
宗

な

ご
が
起
り
、
佛
教
は
隆
盛
を
極
め
た
。
佛
教

の
本
質
は
必
す
し
も
紳
道
と
調
和
す
る
も
の
で
は
な
い
。
然

る
に
平
安
朝
中
期
以
後
に

大
成
せ
ら
れ
た
る
本
地
垂
迩
説
は
、
平
安
朝
末
よ
り
鎌
倉
時
代
に
亘
つ
て
、

紳

々
の
本
地
は
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
、
垂
　
説
は
著
し

註
二
二

く
発
達

し
て
、
教
理
的
組
織
は
漸
次
完
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
鎌
倉
の
末
期
よ
り
南
北
朝
に
亘
つ
て
、

こ
の
本
地
垂
迩
説

註
↓二
二

の
反
韓
動
揺
を
來
し
初
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、

吾
人
の
今
問
題
こ
す
る
所
の
鎌
倉
初
期
は
、
本
地
垂
　
説
は
最

も
宣
傳
せ
ら
れ
最
も

人
心
に
浸
潤
し
た
る
時
代
な
れ
ば
、
佛
教
は
紳
道
ご
習
合
し
、
佛
教

は
國
民
的
祭
祀
及
び
家
組
祭
祀
を
通

じ
て
の
國
民
の
皇
租
神

へ

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本
全
髄
國
家

五

一
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二

の
蹄

一
を
妨
げ
る
ご
ざ
は
な
か
つ
九
の
で
あ
る
。

二
、
日
本
全
髄
國
家
の
蘇
生
及
び
階
級
、
政
髄
、
國
體

一
、

日
本
全
體

國
家

の
蘇

生

大
化
の
改
新

に
依
る
氏
の
打
破
家

へ
の
解
膣
の
後
は
、

祀
先
若
し
く
は
家
租
は
皇
泄
棘
若
し
く
は
皇
室
よ
り
出
で
九
る
も
の
な
り

と
の
信
仰
、
上
下
を
墨
げ
て
生
じ
來
り
た
る
こ
ご
を
嚢
に
指
摘
し
九
。

而
し
て
平
安
の
末
期
よ
り
鎌
倉
の
初
期

に
亘
つ
て
は
、
軍
記

物
語
の
中
に
右
の
信
仰
が
よ
く
現
は
れ
て
ゐ
る
。
平
家
物
語
に
於
て
は
、

宇
治
川
の
先
陣
に
於
て
佐

々
木
四
郎
高
網
は
名
乗
つ
て
言

註
二
四

ふ
。『

宇
多
天
皇
よ
り
九
代
の
後
胤
、
佐

々
木
三
郎
秀
義
が
四
男
、

佐

々
木
四
郎
高
綱
、
宇
治
川
の
先
陣
そ
や
、
吾
と
思
は
ん
人
は
高

綱

に
組
め
や
』

註
二
五

源
平
盛
衰
記
に
於
て
は
、
石
橋
山
の
職
に
於
て
佐

々
木
四
郎
高
綱
が
大
音
揚
げ
て
名
乗
つ
て
言
ふ
に
は
、

『
清
和
帝
の
第
六
皇
子
貞
純
親
王
の
苗
斎
多
田
新
磯
満
仲
の
後
胤
、

八
幡
太
郎
義
家
に
三
代
の
孫
子
、
左
馬
頭
義
朝
の
三
男
前
右

兵
衛
権

佐
源
頼
朝
袋
に
あ
り
。
東
國
の
奴
原
は
、
先
社
重
人
の
家
人
等
也
、

馬
に
乗
り
な
が
ら
御
前
近
く
参

る
條
狼
藉

也
、
奇
怪

也
、
罷
退
け
」

實
際

に
は
斯
く
長

々
し
く
戦
場
で
名
乗
る
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
が
、
家
系
家
格
を
尊
び
、
自
己
の
組
先
を
皇
祀
棘
若
し
く
は
皇
室

一



よ
り
出
で
た
る
も
の
な
り
ご
す
る
の
信
仰
を
有
し
忙
り
し
を
知
り
得
る
。

李
安
中
期
以
後
律
令
の
弛
魔
に
伴

つ
て
、
國
民
的
祭
祀
及
び
家
租
祭
祀
を
通
じ
て
の
皇
組
紳

へ
の
蹄

一
が
嚢

へ
て
行
つ
た
が
、
頼

朝
の
文
治
の
革
新

に
依
り
て
、
國
民
的
祭
祀
及
び
家
租
祭
祀
の
保
護
奨
鋤
せ
ら
る
、
に
及
び
、
鎌
倉
初
期
に
於
て

は
組
先
祭
祀
を
通

じ
て
、
皇
祀
紳
若
し
く
は
皇
室

へ
の
蹄

一
は
昂
揚
し
蝕
に
、
皇
租
神
が
民
族
的
共
同
租
神

な
り
と
す
る
の
信
仰
が
鮮
明
に
復
活
し
來

り
、
日
本
全
体

國
家

は
長
夜
の
眠
よ
り
蘇
生
し
來

つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
本
全
体

國
家
内
た
於
て
階
級
、
政
盟

、
國
艦
は
如
何
な

る
関
係

に
あ
b
し
や
?
・

是
れ
、
以
下
に
説
か
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
階

級

寛
平
延
喜
の
頃
よ
り
蕪
園
天
下
に
着
く
、
荘
園
多
く
し
て
公
田
少
し
の
状
態

と
な
り
、
蝕

に
於
て
國
家
財
政
を
維
持
す
る
た
め
に
、

公
田
の
百
姓

に
対
す
る
國
司
の
訣
求
甚
だ
し
く
、
叉
地
方
的
本
質
を
有
す
る
荘
園
に
由
る
中
央
集
権
制
の
弛
綾
に
よ
り
、
地
方
は
鼠

れ
、
蝕
に
農
民
は
山
野
に
漂
泊
し
、
或
は
騒
擾
を
起
し
、
或

は
盗
賊
ご
な
る
者
が
多
か
つ
た
。
彼
等
は
帝
都

に
ま
で
侵
入
し
て
、
詩

歌
管
絃
に
醇

へ
る
大
宮
人
の
心
謄
を
塞
か
ら
し
め
た
こ
ご
は
、
前
に
鯛
れ
た
所
で
あ
る
。

而
し
て
荘
園

に
於
て
は
、
大
観
し
て
藤
氏

一
門
が
本
家
、
領
家
ε
な
り
、
實
際
の
下
地
に
臨
ん
で
経
営

に
從
事
す
る
者
は
預
所
荘

司
等
で
、
主
ざ
し
て
地
方
の
豪
族
即
ち
武
士
に
し
て
、
彼
等
は
本
家
領
家
の
指
揮
下
に
こ
の
任
に
當
り
、荘
民
が
そ
の
命
を
受
け
て
實

地
の
現
業
に
從
事
す
る
の
が
普
通
の
形
式
で
あ
つ
た
。
荘
園
ε
荘
園
ε
の
間
の
境
界
の
不
確
定
な
る
も
の
が
少
く
な
く
、
境
界
争
ひ

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本
全
燈
國
家

五
三
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も
屡

々
起
り
、
爲
に
現
地
で
は
薙
民
聞
の
闘
孚
、
蕪
司
聞
の
闘
争
を
惹
起
し
、
就
中
、
本
家
領
家

と
荘
司
ε
の
闘
孚
は
激
烈
を
極
め
、

本
家
領
家
が
荘
司
を
堅
迫
し
て
慣
例
外
の
増
徴
を
行
ひ
、
叉
は
荘
司
が
本
家
領
家

へ
の
所
定
の
納
物
を
履
行
せ
す
、或
は
實
力
を
以
て

抗
争
す
る
者
も
少
く
な
か
つ
た
。
蝕
に
於
て
社
會
の
秩
序
は
齪
れ
、
國
民
の
経
済
生
活
の
基
本
を
な
す
土
地
制
度

は
頗

る
紛
糾
し
た

註
二
六

の
で
あ
る
。

頼
朝
は
治
安
の
維
持
を
圖
り
、
百
姓
の
流
離
漂
泊
を
防
い
で
之
を
土
地
に
定
着
せ
し
む
る
と
共
に
、
武
士
な

る
荘
司
の
土
地
を
安

堵
し
、
武
士
を
し
て
永
く
幕
府
に
依
ら
し
む
る
の
方
法
に
出
で
た
の
で
あ
る
。
即
ち
從
來
本
家
領
家
の
指
揮
下

に
在
つ
た
蕪
司
即
ち

武
士
を
地
頭
に
任
命
し
て
幕
府
の
統
制
下
に
移
し
、
從
來
慣
行
の
乃
貢
を
本
家
領
家
等
に
納
付
す
る
義
務
を
蝕

に
由
ら
し
め
、
管
内

の
土
地
の
管
理
ざ
治
安
維
持
の
責
任
ご
を
附
與
し
、
且
本
家
領
家
よ
b
獲
せ
ら
れ
易
い
不
當
な
塵
迫
に
対
し

て

は
、
幕
府
は
地
頭
を

後
援

し
、
そ
の
地
頭
職
を
保
障
す
る
の
勢
を
執
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
政
策
を
徹
底
せ
し
め
江
も
の
は
、
義
経
追

討
を
名
と
し
て

文

註
二
七

治
元
年
十

一
月
二
十
八
日
勅
許
に
依
る
守
護
地
頭
の
設
置
で
あ
る
。

顧
れ
ば
干
安
中
期
よ
り
末
期
に
亘
つ
て
、
公
領
に
於
て
は
、
」公
家
政
府
の
地
方
官
た
る
國
司
の
詠
求
に
因
る
百
姓
の
漂
泊
騒
擾
等

の
階
級
闘
争

あ
り
、
荘
園
に
於
て
は
、
本
所
領
家
た
る
藤
氏

一
門
の
諒
求
に
因
る
武
士
の
反
抗
こ
し
て
の
階
級
圖
争
あ
り
。
然
る
に

頼
朝

の
守
護
地
頭
の
設
置
に
依
り
て
、
公
領
の
百
姓
は
土
地
に
定
着
し
て
前
代
よ
り
は
平
安
な
る
生
活
に
入
り
、

武
士
は
土
地
を
安

堵
せ
ら
れ
て
反
抗
を
や
め
、
公
領
以
外
の
農
民
は
蕪
園
内
に
於
て
謙
求
の
避
難
所
と
し
て
の
生
活
を
逡
り
、
大
観

し
て
鎌
倉
初
期
に

於
て
は
、
階
級
闘
争

は

一
時
絡
濾
し
た
の
で
あ
る
。
物
は
総
て
比
較
的
の
も
の
で
あ
る
。
干
安
末
期
よ
り
は
鎌
倉
初
期
の
方
が
日
本



國
家

は
安
定
し
た
の
で
あ
る
。
是
れ
藤
氏

一
門
が
階
級
意
識
を
以
て
階
級
的
專
制
を
檀
に
せ
る
に
対
し

て
、
幕
府
が
治
安
維
持
ε
い

ふ
國
家
意
識
を
以
て
行
動
せ
る
の
誰
左
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
蝕
に
於
て
吾
人

は
、
鎌
倉
初
期

に
於
て
は
武
士
階
級
は
吾
人
の
所

謂
統
治
者
階
級
な
り
ご
主
張
し
得
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
武
士
階
級
が
間
も
な
く
支
配
階
級

に
顧
落
す
る
の
危
険

を
包
藏
し
た
り
し

を
忘
れ
て
は
な
ら

ぬ
。

三

、
政
体

註
二
八

鎌
倉
幕
府
は
、
中
央
機
關
と
し
て
侍
所
、
公
文
書
、
問
注
所
等
を
設
け
、

地
方
機
關
と
し
て

守
護
地
頭
を
設
置
し
た
。
守
護
地
頭

は
形
式
的
に
は
地
方
機
關
で
あ
る
が
、
牧
教
授
の
研
究
に
櫨
れ
は
、
守
護
地
頭
設
置
の
文
治
の
勅
に
依
つ
て
、
武
家
政
治
が
開
創

せ

註
二
九

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

頼
朝
が
守
護
地
頭
補
任
に
關
し
て
行
い
し
奏
請

は
、
守
護
地
頭
の
総
補
任
を
勅
許
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
依
り
て
全
國
の
治
安
を
彼
の

手
に
依
り
て
確
買
に
せ
ん
ε
し
た
る
に
在
る
。
こ
の
時
頼
朝
は
既
に
行
家
義
経
追
捕
の
勅
許
を
受
け
て
ゐ
た

の
で
、

こ
の
職
務
を
完

全
に
行

ふ
が
た
め
に
奏
請
し
て
、
爾
職
補
任
の
勅
許
を
與

へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
た
る
實
質
的
意
義
に
於

て
は
、
爾
人
の
捜

註
三
〇

捕
を
完
全
に
行
ふ
が
爲
に
、
臨
時
的
に
全
國
の
守
護
権
を
委
任
せ
ら
れ
た
る
に
外
な
ら
な
か
つ
江
。
而
し
て
文
治

五
年
に
は
行
家
義

経
を
討
滅
し
、
文
治
の
勅
の
目
的
を
完
了
し
た
の
で
あ
る
が
、
途
に
之
が
巌
止
の
勅
命
を
見
る
に
至
ら
す
し
て
絡

つ
た
。
而
し
て
建

久
元
年
頼
朝
初
め
て
上
洛
し
、
朝
廷
の
恩
賞
に
浴
し
た
が
、

『
増
鏡
』
に
は
彼
は
こ
の
時
に
諸
國
総
追
捕
使
ご
言
ふ
こ
と
承
り
し
と

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本
全
燈
國
家

五
五



法

政

研

究

第
八
巻

第

一
號

五
六

述

べ

『
將
軍
次
第
』
は

一
説
と
し
て
之
を
掲
げ
、
『
北
條
九
代
記
』

も
亦
文
治
元
年
に
諸
國
地
頭
職
ご
記
載
し
な
が
ら
、
な
ほ
建
久
元

年
に
於
て
も
、

『
右
大
將
家
御
上
洛
時
、
補
任
諸
地
頭
職
』
ε
言
ひ
、

さ
ら
に

『
明
恵
傅
記
』

『
武
家
年
代
記
』
に
も
こ
の
事
實
を

傳

へ
て
ゐ
る
所
を
見
れ
ば
、
建
久
元
年
こ
そ
は
實

に
、
頼
朝
が
文
治
元
年
に
於
け
る
が
如
き
行
家
義
経
追
捕
の
爲
の
臨
時
的
権
限
と

し
て
に
は
非
す
し
て
、
新

に
將
來

に
対
し
日
本
全
國
の
守
護
権
を
武
家
に
委
任
す
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
文
治
元
年
の
勅
以
來
行

ひ
來
れ
る
守
護
畿

の
轄

任
響

た
る
彼
の
地
位
の
羅

が
・
正
式
に
承
認
せ
ら
れ
た
年
な
り
臨

定
せ
ざ
る
を
徹

嵯

右
の
文
治
の
勅
に
依
る
頼
朝

へ
の
諸
國
守
護
権

の
委
任
こ
そ
は
、

武
家
政
治
な
る
政
艦
の
創
始
を
物
語
れ
る
も
の
に
し
て
、
慶
慮

三
年
十

一
月
十
五
口
王
政
維
新
に
當
り
下
さ
れ
た
る
御
沙
汰
書
に
、

『
政
権
の
儀
武
家

へ
御
委
任
以
來
激
百
年

』
と
あ
る
は
、
之
に

註
三
二

照
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
き
武
家
政
照
が
文
治
の
勅
に
依
り
て
開
始
せ
ら
れ
た
り
ざ
の
右
の
記
述
は
、

既
に
政
膣
の
開
創
に
於
て
天
皇
の
裁
可
権

留
保
せ
ら
れ
、
天
皇
親
政
を
必
す
し
も
妨
げ
る
も
の
に
非
る
こ
と
を
知
り
得
る
。
少
し
く
文
治
の
勅
の
下
り
し
経
緯
を
記
す
れ
ば
、

頼
朝
の
使
節
北
條
時
政
は
文
治
元
年
十

一
月
廿
五
日
入
洛
、
帥
日
行
家
養
経
の
捜
捕

に
關
す
る
頼
朝
の
奏
言
を
言
上
し
、
直
ち

に
頼

朝
に
対
す

る
、
爾
人
追
捕

の
勅
許
を
拝
受
し
、
後
二
日
を
隔
て
た
る
廿
八
日
に
は
、
守
護
地
頭
補
任
に
關
す
る
北
條
時
政
の
ロ
頭
に

註
三
三

よ
る
奏
請
に
対
し
、
そ
の
翌
日
請

ふ
が
ま

玉
に
行
は
し
む
ε
の
後
白
河
法
皇
の
口
勅
が
下
つ
た
の
で
あ
る
。

既
に
武
家
政
治
の
創
始
に
於
て
、

強
奪
に
非
す
し
て
朝
廷
の
御
裁
可
を
経
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
政
治
も
亦

一
々
朝
廷
に

奏
上
し
て
御
裁
可
を
仰
ぎ
、
院
宣
を
奉
じ
て
行
ひ
し
も
の
に
し
て
、
鎌
.倉
初
期
の
武
家
政
治
は
、
最
後
の
裁
可
模
は
朝
廷
に
留
保
せ



ら
れ
、
從
つ
て
、
天
皇
統
治
樺

は
侵
害
を
蒙
ら
す
、
天
皇
親
政
は
保
た
れ
、
國
體

は
維
持
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

註
三
四

鎌
倉
初
期
の
武
家
政
治
は
辻
善
之
助
博
士
の
主
張
せ
ら
る
ゝ

が
如
く
、
立
憲
政
治
、責
任
内
閣
政
治
に
於
て
、
内
閣
が
直
接
政
治
に

當
り
、
自
ら
責
任
に
任
じ
て
累
を
皇
室
に
及
ぼ
さ
す
、
而
も
最
後
の
裁
可
権
は
天
皇
の
留
保
せ
ら
れ
て
、
天
皇
親
政
の
實
を
挙
げ

得

る
が
如
く
、
武
家
が
自
ら
政
治
の
衝
に
當
り
、
自
ら
責
に
任
じ
て
皇
室
に
対
し

て
は

一
つ
の
安
全
辮
ざ
な
り
、
而

も
最
後
の
裁
可
樺

は
朝
廷
に
留
保
せ
ら
れ
、
從
つ
て
統
治
権

は
天
皇
に
蹄
属
し
、
國
艦
は
維
推
せ
ら
れ
、
平
安
末
期
の
國
膣
殿
損
の
公
家
政
治
よ
り
は

遙
か
に
善
い
政
髄
で
あ
つ
た
。
武
家
政
治
が
公
家
政
治
を
止
揚
し
た
る
は
、
實
に
歴
史
的
必
然
で
あ
つ
た
の
で
あ

る
。

之
を
要
す
る
に
、
武
士
階
級
は
鎌
倉
初
期

に
於
て
は
、
平
安
末
期
の
公
家
階
級
よ
り
は
少
く
ε
も
忠
買
な
る
天
皇
の
翼
賛
者
で
あ

b
、
政
罷
規
定
を
侵
し
奉

る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
ゆ
え
に
武
士
階
級
は
こ
の
時
は
、
所
謂
支
配
階
級
に
あ
ら
す
し

て
統
治
者
階
級
で

あ
り
、
而
し
て
吾
人
の
所
謂
政
髄
的
存
在
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
武
家
政
治
が
問
も
な
く
國
盟
般
損
を
敢
て
す
る
の
危
険
を

包
藏
し
た
り
し
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

四

、
國

膿

右
に
論
じ
た
如
く
、
鎌
倉
初
期
の
武
家
政
治
は
平
安
中
期
以
後
の
藤
氏

一
門
の
國
膿
殿
損
よ
り
我
が
國
艦
を
救

ひ
し
も
の
に
し
て
、

大
化
の
改
新
明
治
維
新
の
如

《
積
極
的
に
國
盟
顯
揚

に
資
し
た
り
と
は
言
ひ
得
ざ
る
べ
き
も
、
確
か
に
國
膣
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
幕
末
に
至
る
ま
で
の
武
家
政
治
は
、
國
艦
殿
損
を
敢
て
し
た
。
幕
末
の
勤
王
家

は
徳
川
氏
の
武
家
政
治
が
國
膣
殿
損
な
り
と

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本

杢
燈
國
家

五
七
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五
八

主
張
せ
ん
が
た
め
に
、
武
家
政
治
自
體

を
國
體

殿
損
の
政
盟
な
り
ご
し
、
延
い
て
は
頼
朝
を
以
て
國
艦
殿
損
を
敢

て
し
た
り
と
な
し
、

こ
の
思
想
が
凡
そ
今
日
の
通
念
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
釜
忠
無
二
の
北
畠

親
房

は
、
そ
の
棘
皇
正
統
記
、
後
醐
醒
天
皇
の
條

詐
三
五

に
、頼

朝
は
更
に

一
身
の
力
に
て
、
平
氏
の
齪
を
た
い
ら
ぎ
、
二
十
饒
年
の
御
い
き
ざ
ほ
り
を
や
す
め
奉
り
き
、
む

か
し
神
武

の
御
時

に
、
宇
麻
志
麻
尼
命
の
中
州
を
し
づ
め
、
皇
極
の
御
宇
に
、

大
織
冠
蘇
我
の
一
門
を
ほ
ろ
ぽ
し
て
、
皇
家
を
ま

つ
た
く
せ
し
よ
り

の
ち
に
は
、
た
ぐ
ひ
な
き
程
の
勲
功
に
や
。

北
畠
親
房
は
斯
く
、
宇
麻
志
麻
尼
命
、
大
織
冠
鎌
足
と
相
並
べ
て
、
頼
朝
を
以
て
日
本

の
三
大
忠
臣
と
.冒
ふ
。
叉
棘
皇

正
統
記
塵
帝

註
三
⊥ハ

の
條
に
、

し
か
れ
ご
、
白
河
、
鳥
初
の
御
代
の
比
よ
り
政
道
の
ふ
る
き
す
が
た
や
う
く

お
ご
ろ

へ
、
後
白
河
の
御
時
兵
革

お
こ
り
て
銑+
臣

世

を

み

だ

る
。

天

下

の

民

ほ

ご

ん
ざ

塗

炭

に

お
ち

に
き

。
頼

朝

一
讐

を

ふ

る

い

て
其

鑑

を

た

い
ら
げ

た

る
、

王

室

は

ふ
る

き

に

か

へ
る
ま

で

な

か
り

し

か
ざ
、

九

重

の
塵

も

を

さ
ま

り
、

萬

民

の
肩

も
や

す

ま

り

ぬ

。

註
三
七

ご
言

ひ
、
後

嵯

峨

院

の
條

に
、

凡

保

元

平

治

よ
り

こ

の

か

た

の

み
だ

り
が

は
し

さ

に
、

頼

朝

ε

云
人

も

な

く
、

秦

時

と

云
者

な

か

ら

ま

し

か

ば
、

日

本

國

の
人

民

い

か

ビ
な

り

な

ま

し

。
此

い

は
れ

を

よ

く

し

ら

ぬ
人

は
、

ゆ

え

も

な

く
、

皇

威

の

お

ε

ろ

へ
、

武

備

の

か
ち

に

ブ

る

こ

お
も

へ
る

は
あ

や
ま

り

な

り

。



ざ
あ
り
。

さ
ら
に
平
重
衡
の
た
め
に
焼
か
れ
た
東
大
寺
再
建

に
霊
力
し
た
東
大
寺
の
俊
乗
房
重
源
の
頼
朝

へ
の
依

頼
の
書

歌
に
、

『
君
の
御
助
力
な
ら
す
ば
』
こ
の
大
事
業
は
出
來
難
い
と
言
つ
た
の
を
見
餐
め
て
、
そ
の
返
事
に
、

『
簑
て
御
消
息
の
君
の
御
助
力

な
ら
す
ば
と
候
は
、
頼
朝
の
事
に
て
候
欺
、
然
者
君
字
其
恐
候
事
也
、
自
今
以
後
も
更

に
不
可
有
候
者
也
』
と
注
意
し
て
ゐ
る
。
是

れ
、
頼
朝
が
君
ε
い
ふ
文
字
を
第
二
義
に
用
い
て
第
二
義

へ
の
流
用
を
許

さ
ざ
り
し
も
の
に
て
、
こ
の
頼
朝
の
態
度

は
國
盟
観
念
の

註
三
八

明
確
さ
を
表
明
せ
る
も
の
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
鎌
倉
初
期
に
於
て
は
、
武
士
階
級
は
臣
子
の
分
を
守
つ
て
天
皇
の
統
治
権
を
侵
犯

せ
す
、
鼓

に
、
統
治
者
階
級
も

被
治
者
階
級
も
共
に
天
皇
を
中
心
と
し
て
内
的
に
結
合
し
、
全
と
個
と
は
不
可
分
の

一
鐙
を
な
し
、
所
謂
日
本
全
体

國
家
が
蘇
生
し

來
つ
た
の
で
あ
る
。

.

,

然
れ
こ
も
、

『
か
く
て
平
氏
滅
亡
し
て
し
か
ば
天
下
も
と
の
こ
と

く
君
の
御
ま

瓦
な
る
べ
き
か
と
お
ぼ
え
し
に
、
頼
朝
勲
功
ま
こ

と
に
た
め
し
な
か
り
げ
れ
ば
、
み
つ
か
ら
も
権
を
ほ
し
き
ま

～
に
す
。
君
も
叉
う
ち
ま
か
せ
ら
れ
に
け
れ
ば
、
王
家

の
権
は
い
よ
い

註
三
九

よ
お
ご
ろ

へ
に
き
。
』
ご
北
畠
親
房
の
言

へ
る
が
如
く
、
文
治
の
革
新
が
大
化
の
改
新
、
明
治
維
新
と
比
較
し
て
、
國
禮
顯
揚

に
於
て

著
し
く
低
調
に
し
て
、
結
果
に
於
て
國
盟
維
持
ご
な
り
し
の
み
。
頼
朝
に
於
て
朝
幕
政
治
分
野
の
確
立
に
於
て
、
既
に
國
艦
殿
損
の

鬼
子
を
孕
み
、
間
も
な
く
武
家
政
治
は
國
艦
殿
損
を
敢
て
し
て
幕
末
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

三
、
日
本
全
髄
國
家
の
利
益
社
会

化
過
程

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本
全
體

國
家

五
九
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六
(
し

五
、
封
建
制
下
に
潜
在
す
る
日
本
全
燈
國
家

執
樺
北
條
泰
時
に
依
り
て
制
定
せ
ら
れ
た
る
貞
永
式
目
は
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
行
は
れ
、
室
町
幕
府
は
こ
の
北
條
氏
の
遺
法
を

註
四
〇

無
條
件
に
承
け
縫
い
だ
た
め
に
、
貞
永
式
目
は
室
町
時
代
を
通
じ
て
行
は
れ
、

而
し
て
職
國
時
代
に
入
り
て
よ
り
、
大
内
家
辟
書
、

伊
達
家
の
塵
芥
集
、
長
曾
我
部
元
親
條
目
等
の
大
名
の
國
法
若
し
く
は
家
法
が
行
は
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
室
町
時
代
の
法
律
ご
大

註
四

一

差
な
く
、
從
つ
て
大
艦
貞
永
式
目
と
内
容
を
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
織
豊
二
氏
の
法
律
も
亦
他
の
家
法
ご
同

じ
く
、
大
髄
に
於

註
四
二

て
貞
永
式
目
と
内
容
を
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

鎌
倉
初
期
は
別
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
後

は
日
本
國
家
の
利
益

社
曾
化
過
程
に
依
り
て
、
直
接

つ
穿
く
貞
永
式
目
に
規
定
せ
る
國

民
的
祭
祀
及
び
家
組
祭
祀
を
通
じ
て
の
皇
組
紳
及
び
皇
室

へ
の
婦

一
、
皇
租
神
を
以
て
民
族
的
共
同
組
聯
ご
す
る
の
信
仰
、
即
ち
日

本
全
体

國
家
は
掩
齪
さ
れ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
が
、

併
し
決
し
て
消
滅
し
た
の
で
は
な
い
、
た
だ
衰

へ
た
る
の
み
。
さ
ら
に
適
切
に

言

へ
ば
、
沈
潜
し
て
顯
然
た
ら
ざ
る
の
み
。
時
あ
つ
て
か
現
は
れ
た
の
で
あ
る
。

註
四
三

先
づ
承
久
の
齪
は
、
我
が
國

は
棘
國
な
り
と
の
自
覧

に
基
い
て
企
て
ら
れ
、
文
永
年
聞
元
使
に
対
す
る
返
牒

に
於
て
紳
國
思
想
は

註
四
四

強
調
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
こ
の
蒙
古
襲
來
を
機
ご
し
て
喚
起
せ
ら
れ
た
る
紳
國
思
想
、
即
ち
國
膣
の
認
識

は
現
歌
を
批
判
す
る
に
至

b
、
建
武
の
中
興
に
於
て

一
時
日
本
全
体

國
家
は
強
く
意
識
せ
ら
れ
た
。

こ
の
時
上
下
を
通
じ
て
喚
び
起
さ
れ
た

る
日
本
全
盟
國
家

註
四
五

意
識
は
、
北
畠
親
房
の
耐
皇
正
統
記
に
於
て
典
型
的
表
現
を
見
出
す
。
彼
は
開
巻
第

一
頁
に
、



大
日
本
者
神
國
な
り
。
天
組
,は
じ
め
て
基
を
ひ
ら
き
、
日
棘
な
が
く
統
を
傳
給

ふ
。
我
國
の
み
此
事
あ
り
。
異
朝
に
は
其
た
ぐ
ひ

な
し
。
此
故
に
棘
國
ご
云
な
り
。詫
四
六

と
言
ひ
て
神
國
思
想
を
昂
揚
し
、
叉
、

君
も
臣
も
紳
明
の
光
胤
を
う
け
、
或
は
ま
さ
し
く
勅
を
う
け
し
棘
達
の
苗
育
な
り
。
誰
か
是
を
あ
ふ
ぎ
た
て
ま

つ
ら
ざ
る
べ
き
。

ご
言
ひ
て
、
皇
祀
神
を
以
て
民
族
的
共
同
組
棘
と
な
す
の
信
念
、
即
ち
日
本
全
膣
國
家
意
識
を
表
明
し
て
ゐ
る
。

右
の
事
實
は
、
武
家
政
治
に
依
り
て
利
益
社
會
化
す
る
も
、
な
ほ
そ
の
底

に
深
く
日
本
全
盟
國
家
の
嚴
存
す
る
の
讃
左
ε
見
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。

さ
ら
に
室
町
時
代
に
入
り
て
、
足
利
尊
氏
大
敗
し
て
九
州
に
下
ら
ん
ε
す
る
や
、
早
く
も
持
明
院
統
の
天
子
を
擁
立
せ
ん
と
し
、

建
武
の
中
興
破
る
曳
や
、
絡

に
持
明
院
統
の
天
子
を
立
て
江
。
國
體

を
殿
損
し
て
揮
ら
ざ
る
尊
氏
に
し
て
伺
ほ
且
天
皇
を
康
し
奉
る

こ
と
の
能

は
ざ

る
、
日
本
全
膣
國
家

の
深
く
潜
在
せ
る
に
基
く
。
職
國
時
代
に
入
り
て
、
天
下
統

一
の
た
め
に

は
天
皇
中
心
な
ら
ざ

る
可
か
ら
す
ご
し
た
る
織
田
、
豊
臣
、
徳
川
の
政
策
も
亦
、
深
く
潜
在
す
る
日
本
全
体

國
家
に
基
く
。

右

は
北
條
よ
り
徳
川
に
至
る
ま
で
、
貞
永
式
目
に
於
け
る
家
の
維
持
尊
重
が
主
從
関
係

を
通
じ
て
直
接
の
主
君
及
び
將
軍

へ
の
麟

一
を
助
長
し
.
皇
室

へ
の
蹄

一
を
妨
げ
忙
が
、

な
ほ
且
日
本
全
髄
國
家
は
潜
在
し
て
ゐ
江
こ
と
を
論
證

し
た
の
で
あ
る
。
徳
川
時
代

に
於
て
も
、
同

一
の
掩
齪
要
因
に
依
り
て
天
皇

へ
の
蹄

一
を
妨
げ
た
が
、

な
ほ
且
日
本
全
盟
國
家
は
潜
在
し
て
を

つ
た
の
で
あ
つ
て
、

幕
末
に
於
け
る
尊
王
擾
夷

の
國
民
的
自
畳

に
依
り
て
、
再
び
顯
然
ご
な
つ
た
の
で
あ
る
。

封
建
制
下

に
於
け
る
日
本
杢
騰
國
家

六

一
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六
二

徳
川
家
康

は
慶
長
十
六
年
諸
大
名
を
召
し
て
、
右
大
將
以
來
の
公
方
の
法
式
を
尊
重
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、

註
四
七

徳
川
幕
府
の
法
制
が
貞
永
式
目
を
基
礎

と
せ
る
こ
ご
が
明
か
で
あ
る
。
徳
川
時
代
に
於
け
る
日
本
國
家
の
潜
在
を
説
く
た
め
に
は
、

家

と
租
先
祭
祀
こ
の
関
係

を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
略

々
貞
永
式
目
に
同
じ
。

先
づ
婚
姻
に
つ
い
て
論
す
れ
ば
.
婦
姻
成
立
の
要
件
は
武
家
階
級
ご
平
民
階
級
と
に
よ
つ
て
多
少
の
相
違
は
あ
つ
た
が
、
家
族
の

註
四
八

婚
姻

に
は
、
爾
當
事
者
の
父
母
又
は
戸
主
の
同
意
を
必
要
ご
し
た
。
婚
姻
は
本
來
、
組
先
祭
祀
の
永
績
を
維
持

す
る
が
た
め
に
綴
承

者
を
得
る
の
目
的
を
以
て
す
る
男
女
の
結
合
な
り
ご
考

へ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と

は
、
屡
述
し
た
所
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
法
に
於
け
る
婚

姻
に
於
け
る
父
母
の
同
意

は
、
婚
姻
は
子
孫
を
得
て
家
祭
糧
承
者
を
断
や
き
ぬ
爲
な
れ
ば
、
不
適
當
な
る
配
偶
者
を
得
ざ
ら
し
む
べ

く
豫
め
警
戒
す
る
に
在
る
。
之
に
依
つ
て
徳
川
幕
連
法
が
組
祭
断
絶
を
防
が
ん
が
た
め
に
家
を
維
持
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
家
を

以
て
組
先
祭
祀
の
齋
場
た
ら
し
む
る
法
意
を
知
り
得
る
。

、

註
四
九

元
和
元
年
の
制
定

に
か
ゝ
る
禁
中
方
御
條
目
に
依
れ
ば
、

律
令
以
來
の

『
異
姓
不
レ養
』
の
禁
制
が
あ
る
。

凡
そ
、

組
先
の
嬢
は

血
統
の
後
斎

に
非
る
者

の
祭
を
饗
け
す
と
は
、
組
先
祭
祀
の
本
質
よ
り
生
す
る
信
念
に
し
て
祭
る
者
は
血
統
の
子
孫

に
し
て
、
祭
ら

る
玉
者

は
血
統
の
祀
先
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
は
、
當
然
の
事
理
で
な
サ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ゆ
え
に
徳
川
時
代
の
養
子
制
度
が
家
祭
縫

績
の
た
め
に
家

の
維
持
を
目
的
ご
せ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

子
な
き
者
未
だ
養
子
を
な
さ
ざ
る
間
に
、
病
遽
に
革
ま
り
て
危
篤
に
陥
り
、
既
に
人
事
不
省
な
る
に
及
ん
で
、
往

々
近
親
相
議
り

て
、
本
人
の
名
を
以
て
養
子
を
な
す
こ
と

あ
り
、
叉
死
後
事
を
秘
し
、
本
人
の
生
存
を
装
ひ
て
養
子
を
な
す
こ
と
あ
り
、
之
を
末
期



養
子
、
遽
養
子
、
若
し
く
は
急
養
子
と
謂

ふ
。
而
し
て
徳
川
幕
府
法
は
、
こ
の
末
期
養
子
を
嚴
禁
し
忙
の
で
あ
る
。
是
れ
、
蘇
長
た

る
者
の
嗣
子
を
定
め
て
家
祭

の
慶
絶
を
豫
防
す
べ
き
こ
と
を
勧
め
、
他
方
絶
家
な
る
怖

る
べ
き
制
裁
を
設
け
て
そ
の
解
怠
を
戒
め
た

る
も
の
に
し
て
、
表
面
上
は
少
く
と
も
、
前
記
異
姓
養
子
の
禁
制
と
共
に
、
家
祭
織
績
の
た
め
の
家
の
維
持
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
の

註
五
〇

で
あ
る
。

末
期
養
子
禁
止
の
法
令
を
幕
府
は
大
名
取
潰
し
の
政
策
に
用
ひ
、
前
記
異
姓
養
子
の
禁
制
と
相
倹
つ
て
、
徳
川
初
期
に
於
て
は
大

名
に
し
て
嗣
子
無
き
九
め
に
断
絶
し
、
延
い
て
家
臣
が
食
禄
を
離
れ
て
浪
人
と
な
る
者
多
く
、
途
に
慶
安
四
年

の
由
井
正
雪
の
幕
府

顛
覆
の
肚
基
ご
な
つ
た
。
鼓
に
於
て
直
ち
に
、
養
子
制
度
の
改
革
を
行
ひ
、
異
姓
養
子
の
禁
を
緩
和
す
る
と
共

に
、
末
期
養
子
の
禁

註
五
一

令
を
も
緩
和
し
た
。

慶
安
以
後
は
禁
令
を
緩
和
し
た
り
ざ
雌
、
原
則
と
し
て
は
、

異
姓
養
子
及
び
末
期
養
子
を
禁
止
す
る
も
の
に
し
て
、
徳
川
幕
府
法

が
租
祭
断
絶
を
防
が
ん
が
た
め
に
、
家
の
維
持
を
目
的
と
せ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

な
ほ
町
人
家
族
の
研
究

に
依
れ
ば
、
町
人
の
家
の
戸
主

ご
義
務
ざ
し
て
、
凡

一
軒

の
主
仁
る
身

は
親
よ
り
譲

り
の
家
業
を
大
切
に

守
り
余
の
商
費
を
う
ら
や
む

べ
か
ら
ざ
る
事
、
日
々
帳
面
を
あ
ら
た
め
商
ひ
の
多
少
金

・
銀
の
出
入
を
見
る
べ
き
事
等
あ
る
中
で
、

註
五
二

先
租
の
年
忌
法
事
丁
寧
に
勤
め
る
べ
き
事
を
首
に
掲
げ
て
あ
る
。

斯
く
幕
府
法
そ
の
他
に
於
て
、
家
祀
祭
祀
を
尊
重

し
、
而
し
て
徳
川
時
代
に
は
特

に
系
圖
の
作
製
盛
行
し
、
武
士
も
庶
民
も
系
圃

註
五
三

を
儒
作
し
て
、
遠
組
を
皇
組
神
若
し
く
は
皇
室
に
求
め
、
且
大
化
の
改
新
以
後
年
を
維
る
に
從
ひ
、
各
人
皇
租
神

若
く
は
皇
室
よ
り

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本
全
燈
國
家

.
六
三
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出
で
た
る
も
の
な
り
と
す
る
の
信
仰
愈

々
深
ま
り
、
家
組
祭
祀
を
通
じ
て
皇
租
神

に
蹄

一
し
た
。
さ
ら
に
庶
民
の
間

に
て
特
に
、
抜

註
五
四

け
参
り
、
若
し
く
は
伊
勢
講

に
依
る
醸
金
に
て
伊
勢
参
宮
を
な
し
、
皇
組
紳
に
露

一
し
た
。
ゆ
え
に
、
次
に
説

く
が
如
き
撹
齪
要
因

に
依
り
て
天
皇

へ
の
蹄

一
を
妨
げ
た
が
、
な
ほ
且
日
本
全
盟
國
家
は
徳
川
時
代
を
通
じ
て
潜
在
し
て
を
つ
た
の
で
あ
る
。

二

、
階

級

文
治
の
勅

に
依
り
て
設
置
せ
ら
れ
江
る
守
護
の
職
構
は
、
大
番
の
催
促
、
謀
叛
、
及
び
殺
害
人
、
夜
討
、
強

盗
、
山
賊
、
海
賊
の

註
五
五

取
締
の
大
犯
三
個
條

に
頼
朝
以
來
限
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
頼
朝
の
死
後
聞
も
な
く
、

守
護
が
郡
郷
に
代
官
を
分
補
し
、
公
事
を
庄

保
に
宛
て
課
し
、
國
司
に
非
る
に
國
務
を
妨
げ
、
地
頭
に
非
る
に
地
利
を
貧
る
に
至
つ
た
。
斯
く
守
護
の
職
権
齪
用
の
た
め
に
、
國

、
、

註
五
六

司
領
家
の
訴
訟
の
み
な
ら
す
、
地
頭
土
民
の
愁
灘
が
頻
り
に
起
つ
た
の
で
あ
る
。
北
條
九
代
記
に
於
け
る
正
治
年
間
兵
庫
頭
廣
元
朝

註
五
七

臣
奉
行
ご
し
て
東
國
の
地
頭
等
に
申
し
た
る
言
葉

は
、
正
に
之
を
實
誰
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
頭
は
貧
り
て
、
賦
敏
を
重
し
、
守
護
は
劇
し
く
し
て
、
公
役
を
繁
く
す
。
春
耕
し
て
風
塵
に
侵

さ
れ
、
夏
転
日b
て
暑
毒
に
中
り
、

秋
陰
雨
を
凌
ぎ
て
刈
り
、
冬
塞
凍
に
堪

へ
て
春
く
。
年
中
四
時
に
休
む
日
な
し
。

剰
暴
虐
の
目
代
年
貢
を
責
れ
ば
、
債
を
半
に
し
て
雑
具
を
費
り
、
資
財
な
き
者
は
倍
息
の
利
銀
を
借
り
、
或

は
田
宅
を
壌
ち
、
子

女
を
販
ぎ
、
是
を
以
て
、
相
償
ふ
。
若
辮
ふ
る
事
な
け
れ
ば
、
妻
子
を
捕

へ
て
は
裸

に
し
て
荊
の
中
に
臥
さ
し
め
、
農
夫
を
縛
り

て
は
跣
に
し
て
氷
を
履
ま
し
む
。
或
は
牢
屋
に
繋
ぎ
て
、
水
金
を
止
め
、
或
は
井
池
に
浸
し
て
、
塞
風
に
侵

さ
し
む
。
兎
て
も
角



て
も
有
も
無
も
、
定
め
し
限
の
配
税
を
肯
し
む
。
哀
な
る
か
な
。

嘗
て
は
治
安
の
維
持
を
圃
り
、
百
姓
の
流
離
漂
泊
を
防
い
で
之
を
土
地
に
定
着
せ
し
め
、

所
謂
全
髄
國
家
意
識

に
立
ち
た
り
し
武

士
階
級
は
、
早
く
も
意
識
的
に
上
民
を
搾
取
し
初
め
、
嘗
て
の
統
治
者
階
級

は
早
く
も
支
配
者
階
級
に
顯
落
し
初

め
た
の
で
あ
る
。

軍
事
警
察
の
権
を
與

へ
ら
れ
し
守
護
は
、
鎌
倉
初
期
よ
り
越
権
行
爲
に
出
で
、
從
來
地
頭
が
牧
入
し
た
る

…
切
の
地
租
を
そ
の
手

中
に
牧
め
、
承
久
年
代
よ
り
漸
次
、
そ
の
部
内
に
於
け
る
地
頭
及
び
御
家
人
こ
の
間
に
恩
顧
奉
公
の
関
係

生
じ
初
め
、

殊
に
守
護
職

が
世
襲
的
ご
な
り
た
る
地
方
に
あ
り
て
は
、
守
護
の
指
揮
を
受
く
る
地
頭
御
家
人
が
次
第

に
守
護
の
家
の
家
人

に
変
じ
、

鎌
倉
恭
期

謎
五
八

に
は
、
守
護
の
分
國

(
支
・酎
國
)
か
封
建
的
知
行
地
に
変
じ
、
守
護
は
大
名
化
し
て
行

つ
た
の
で
あ

る
。

北
條
氏
は
、

元
憲
に
依
り
て
生
じ
た
る
御
家
人
の
経
済

的
逼
迫
を
徳
政
令
に
依
り
て
救
濟
し
た
る
の
み
な
ら
す
、
北
條
泰
時
、
時

宗
は
、
地
方
分
権
的
封
建
制
度

に
附
も
の
た
る
飢
饒
を
救
濟
し
、

防
貧
救
貧
に
意
を
用
ひ
、
所
謂
土
民
に
対
す
る
社
會
政
策
を
怠
ら

註
五
九

な
か
つ
た
が
、

守
護
が
幕
府
機
關

よ
り
逸
脱
し
て
大
名
化
過
程
を
辿
り
、

そ
れ
に
正
比
例
し
て
権
力
を
増
大
す
る
に
從
ひ
、
営
て

の
全
髄
國
家
意
識
を
喪
失
し
て
、
階
級
搾
取
を
敢
て
な
す
に
至
り
、

鼓
に
鎌
倉
末
期
に
は
、
武
士
階
級

は
支
配
階
級
に
顯
落
し
た
の

註
六
つ

で
あ
る
。
北
條
九
代
記
は
北
條
貞
時
時
代
の
土
民
に
対
す

る
苛
敏
謙
求
を
叙
し
て
、

平
安
末
期
を
想

は
し
め
る
。

近
比
諸
國
邊
邑
の
間
に
悪
蕪
の
者
多
く
し
て
、

山
林
囎
聚
の
強
盗
ε
な
り
、
嶺
頭
野
径
に
横
行
し
、
寺
社
、
幽
屋
に
推
入
り
て
、

財
物
を
掠
め
、
米
穀
を
奪
ひ
け
る
程
に
、
庶
民
は
自
浪
の
揚
る
を
恐
れ
、

族
客
は
線
林
の
陰
を
厭
ひ
、
騨
路
の
往
來
も
容
易
か
ら

す
。

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本
杢
燈
國
家

.

六
五
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し
か
の
み
な
ら
す
、
守
護
地
頭
な
ん
ざ
云
は
る
玉
者
共
私
欲
を
專
と
し
て
、

政
道
疎
な
り
。
百
姓
を
責
虐
し
、
賦
敏
を
重
く
、
黙

役
を
滋
く
し
け
れ
ば
、
或
は
家
財
を
壌
費
り
、
或
は
妻
子
を
沽
却
す
。

當
時
の
土
民
が
室
町
時
代
、
徳
川
末
期
の
如
き
支
配
階
級

に
対
す

る
階
級
圖
争
を
以
て
樹
抗
せ
ざ
り
し
こ
と
を

以
て
、

階
級
搾
取

な
か
り
し
も
の
ε
考
ふ
る
は
當
ら
ざ
る
も
の
に
し
て
、

寧
ろ
余
り

の
強
塵
の
九
め
に
土
民
に
そ
の
力
が
な
か
つ
九
の
で
あ
る
。

.
.

守
護
は
鎌
倉
時
代
に
於
て
も
、
大
名
化
の
過
程
を
辿
つ
た
の
で
あ
る
が
、

吉
野
朝
及
び
室
町
時
代
に
至
つ
て
は
、
他
の
多
く
の
地

註
山ハ
一

註
山ハ
ニ

頭
を
併
呑
し
て
著
し
く
近
世
的
大
名
に
磯
展
し
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。

太
平
記
、
公
家
武
家
榮
枯
易
地
條
に
、

前
代
粗
模
守
の
天
下
を
成
敗
せ
し
時
、
諸
國
の
守
護
大
紀
三
箇
の
検
断
の
外
綺
の
事
無
り
し
に
、

今
は
大
小

の
事
、
共
に
只
守
護

の
計
ひ
に
て

一
國
の
成
敗
雅
意
に
任
す
れ
ば
、
地
頭
御
家
人
を
郎
從
の
如
く
に
召
使
ひ
、

寺
社
本
所
の
所
領
を
兵
根
料
所
ε
て
押

へ
て
管
領
す
。
其
権
成
只
古
の
六
波
羅

・
九
州
の
探
題
の
如
し
。

ご
言

へ
る
が
如
く
、
庄
園
を
崩
壊
せ
し
む
る
こ
ざ
に
依

つ
て
、
近
世
的
大
名
ε
な
り
、

初
め
大
紀
三
箇
條
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
職
権

を

註
六
三

遠
く
越
え
て
権
力
を
壇
に
し
た
の
で
あ
る
。

室
町
末
期
の
守
護
に
つ
い
て
は
、

一
條
兼
良
の
樵
談
治
要
は
善
く
之
を
物
語
る
。

諸
國
の
國
司

は
、

一
任
四
ケ
年
に
過
す
。

當
時
の
守
護
職
は
昔
の
國
司
に
お
な
じ
ε
い

へ
ご
も
、
子

々
孫

々
に
傳
て
知
行
を
い
た

す
こ
ご
は
、
春
秋
の
時
の
十
二
諸
侯
、
職
國
の
世
の
七
雄
に
こ
ご
な
ら
す
。

そ
の
結
果
こ
し
て
、
室
町
時
代
の
名
物
た
る
土

一
揆
、
國

一
揆
な
る
も
の
が
起

つ
た
。

足
利
義
政
が
將
軍
に
な

つ
た
正
長
元
年
九
月
、

近
畿
の
土
民
は
一
時
に
蜂
起
し
て
、
土
倉
、
酒
屋
、
寺
院
等
を
襲
撃
し
、

徳
政
即
ち
貸
借
契
約
の
破
棄
抵
當
物

の
取
戻
を
強
要
し
た
.



是
れ
最
初
の
土

一
撲
に
し
て
、
彼
等
窮
迫
せ
る
土
民
が
主
ご
し
て
土
倉
、

酒
屋
を
襲
ひ
し
所
以
の
も
の
は
、
土
倉

や
酒
屋
は
幕
府
の

管
領
や
政
所
執
事
等
の
被
官
人
ε
な
り
、

主
た
る
土
倉
の
如
き
は
幕
府
の
納
鑓
方
御
倉
ご
し
て
、
直
轄
地
の
牧
入
や
金
鏡
の
牧
納
を

掌

つ
て
、
當
時
の
支
配
階
級
と
結
托
せ
る
も
の
に
し
て
、
從
つ
て
、

軍
に
土
倉
、
酒
屋
の
金
融
機
關
の
暴
利
に
対
す

る
反
抗
に
は
あ

註
六
四

ら
す
し
て
、
搾
取
階
級
た
る
武
家
公
家
に
対
す

る
階
級
圖
孚
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

初
期
の
土

一
揆
は
飢
饒
そ
の
他
の
生
活
の
不
安
に
依
つ
て
激
成
せ
ら
れ
た
る
烏
台
の
集
團
で
あ
つ
た
が
、

慮
仁

以
後
の
土

一
撲
は
、

浪
人
足
輕
出
身
の
所
謂

『
一
揆
の
大
將
』
に
依
り
て
或
程
度
の
統
制
が
行
は
れ
、

計
書
的
永
績
的
に
行
ふ
様
に
な

つ
た
。
加
賀
、
越

前

に
於
け
る

一
向

一
撲
の
如
き
は
之
に
属
し
、
殊
に
驚
嘆
に
値
ひ
す
る
も
の
は
、

山
城
の
國

一
揆
で
あ
る
。
文
明
十
七
年
當
時
慮
仁

の
齪
の
動
機
た
り
し
畠
山
政
長
と
同
義
就
と
の
抗
争
結
ん
で
解
け
す
、

爾
畠
山
が
山
城
國
に
封
峙
し
て
、
互
ひ
に
薪
關
を
設
け
交
通

を
杜
絶
し
、
寺
社
本
所
領
を
占
領
し
て
軍
資
に
充
つ
る
や
、

鼓
に
國

一
撲

が
起
つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
土
民
の
十
五
六
歳
以
上
六

十
歳
以
下
の
も
の
を
悉
く
召
集
し
て
會
議
を
開

き
、

爾
畠
山
の
兵
の
自
今
山
城
國
中

に
入
ら
ざ
る
こ
と
、
寺
社
本
所
領
を
還
付
す
べ

き
こ
ご
、
薪
關
を
悉
く
破
却
す
べ
き
こ
と
等
を
議
決
し
て
そ
の
實
行
を
爾
軍
に
迫
つ
た
。

爾
畠
山
は
國
民
の
反
抗

に
抗
し
得
す
し
て

互
ひ
に
陣
を
撤
し
て
そ
の
國
に
就
い
た
か
ら
、

山
城
國
の
成
敗
は
全
く
土
民
等

の
手

に
麟
し
た
。
依

つ
て
同
國
の
土
民
は
、
文
明
十

八
年
二
月
、
第
二
回
の
土
民
の
大
會
を
宇
治
の
竿
等
院
に
召
集
し
て
、

國
内
の
法
制
を
議
定
し
、
そ
の
結
果
選
挙

に
よ
つ
て
任
命

せ

ツキ
ギ
ヨウジ

註
六
五

ら
れ
た
月
行
事
の
名
を
以
て
徴
税
の
命
令
書
を
磯
し
九
。
是
れ

一
種
の
革
新

運
動
で
あ
つ
た

の
で
あ
る
。

右
の
土

一
揆
は
、
約

一
世
紀
半
に
亘
る
階
級
翻
争
で
あ
る
が
、

當
時
下
剋
上
の
世
態
が
土
民
を
し
て
被
墜
迫
階
級
こ
し
て
屈
從
せ

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本
全
髄
國
家

六
七
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し
め
す
、
之
を
駆
つ
て
支
配
階
級
に
果
敢
に
反
抗
せ
し
め
た
る
も
の
に
し
て
、

マ
ル
ク
ス
の
所
謂
公
然
の
階
級
闘
争
で
あ
る
。

斯
か
る
階
級
闘
宰
は
、

武
士
階
級
が
如
何
に
支
配
階
級
に
顛
落
し
た
る
か
を
雄
癖
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

江
度
時
代
の
被
支
配
階
級
は
、
主
と
し
て

農
民
ε
町
人
ご
で
あ
る
が
、
徳
川
幕
府
は
、
鷹
仁
以
來
百
五
十
年

の
職
気
に
よ
り
て
極

度

に
低
下
せ
る
農
民
の
生
活
を

一
歩
も
向
上
せ
し
め
す
、
支
都
階
級
に
対
し

て
反
抗
を
企
て
る
盤
裕
な
か
ら
し
む
る
こ
ご
を
以
て
治

策

ご
し
た
の
で
あ
る
。

幕
府
は
初
よ
り
百
姓
に
対
し
各
種
の
法
令
を
雨
下
し
、
農
民
の
日
常
生
活
に
干
渉
し
、
以
て
階
級
搾
取
を
壇

に
し
た
の
で
あ
る
。

寛
永
年
間
の
郷
村
諸
法
度

(全
文
七
箇
條
)
に
初
ま
り
、
慶
安
の
御
燭
書
に
至
つ
て
そ
の
極
に
達
し
て
ゐ
る
。
慶
安
の
御
燭
書
は
先

づ
渤
農
に
關
し
て
は
、

『
朝

お
き
を
致
し
朝
草
を
刈
り
、
書
は
田
畑
の
耕
作

に
か
製
り
、
晩
に
は
縄
を
な
い
俵

を
編

み
、
何
に
て
も

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
油
断
な
く
仕

る
べ
き
こ
と
』

(第
五
條
)
ご
賞
ひ
、
衣
食
佳
の
制
限
に
關
し
て
は
、

『
百
姓
は
分
別
も
な
く
末

の
考

へ
も
な
き
も
の
な
る
が
故
に
、
秋
に
な
る
と
米
や
雑
穀
を
む
さ
む
ざ
ご
食
ひ
、
ま
た
之
を
妻
子
に
も
食

は
せ
る
が
、
常

に
正
月

・
二
月

・
三
月
時
分
の
心
持
を
以
て
食
物
を
大
切
に
し
、
も
つ
ば
ら
雑
穀
を
食

ふ
べ
く
、
米
を
多
く
食
ひ
つ
ぶ
さ
ぬ
や
う
に
心
掛
け

ね
ば
な
ら
ぬ
。』
(第
十

一
條
)
ご
言
ひ
、
茶
、
物
見
、
遊
山
、
煙
草
、
衣
類
の
禁
制
に
關
し
て
は
、

『
男
は
作
を
稼
ぎ
、
女
房
は
機

織
を
か
せ
ぎ
、
夕
な
べ
を
仕
り
、
夫
婦
こ
も
に
稼
ぐ
べ
し
。
た
と

へ
、
み
め
か
た
ち
ょ
き
女
房
な
り
と
も
、
夫

の
こ
と
を
お
ろ
そ
か

に
存
じ
、
大
茶
を
飲
み
、
物
詣
り
や
遊
山
を
好
む
女
房
を
ば
離
別
す
べ
し
。』
(第
十
四
條

『
百
姓
の
衣
類
は
、
木
綿
以
外
は
帯
、
衣

裏

に
も
使
用
す
べ
か
ら
す
』

『
煙
草
を
飲
ん
で
は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
食
に
も
な
ら
す
、
煩

の
基

に
な
り
、
隙
も
費
し
、
金
を
費
ひ
、



註
六
六

火
の
用
心
も
悪
く
、
萬
事
に
つ
い
て
損
な
も
の
で
あ
る
、』
(第
二
十
三
條
)
ご
禁
じ
て
ゐ
る
。

さ
れ
ば
當
時
の
農
民
の
状
態

は
、
家
康
が
鷹
匠
鳥
見
の
輩
が
威
輻
を
籍
り
て
百
姓
を
苦
し
め
る
訴
を
聞
い
て
、

『
随
分
威
を
張
る

が
よ
し
。
彼
等
さ

へ
か
玉
れ
ば
其
の
上
つ
方
の
も
の
は
猫
更
の
事
ご
恐
れ
て
異
心
を
抱
く
も
の
な
し
。
百
姓
の
氣
儘
な
る
は

一
揆
の

註
六
七

基
な
り
。
難
儀
に
な
ら
ぬ
程
に
し
て
氣
儘
に
さ
せ
ぬ
が
百
姓

へ
の
慈
悲
な
り
.』
と
言

へ
る

一
句
に
よ
り
て
察
す
べ
く
、
本
多
正
信
の

『
百
姓
を
治
る
の
法
は
、

一
年
入
用
の
食
料
だ
け
を
残
し
て
、

其
の
絵
は
年
貢
に
取
り
、
彼
等
の
手
許
に
は
、
財

の
籐
ら
ぬ
様
に
、

且

つ
不
足
な
き
様
に
治
む
べ
し
』
と
言

へ
る
百
姓
の
全
絵
剰
を
牧
奪
す
る
の
主
義
が
實
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

西
域
物
語
に

『
棘

尾
氏
が
日
・
胡
麻
の
油
言

弩

絞
れ
ば
絞
る
ほ
濡

る
も
の
な
り
蕊

鋲

八
と
あ
隷

.
階
級
搾
取
を
信
條
と
す
る
徳
川
幕

府
の
政
治
哲
學
を
表
明
せ
る
も
の
に
し
て
、
徳
川
時
代
の
農
民
は
、

た
ビ
租
税
を
楡
し
て
武
士
を
養

ふ
た
め
に
の
み
存
在
す
る
が
如

き
悲
惨
な
る
生
活
に
喘
い
だ
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
民
嬰

要
の
著
畜

中
丘
隅
は
・
篤

に
等
し
亀

位
に
置
か
れ
砦

百
姓
の
悲
滲
な
る
現
實
の
状
態
姦

し
穫

九

百
姓
ε
言
物
、
牛
馬
に
ひ
と
し
き
辛
き
政
に
重
き
賦
税
を
か
け
ら
れ
、

ひ
ご
き
課
役
を
あ
て
ら
る
ゝ

ε
い

へ
ざ
、
更
に
云
事
な
ら

す
、
是
が
爲
に
身
代
を
潰
し
、
妻
子
を
費
り
、
或
は
疵
を
蒙
り
、

命
を
失

ふ
事
限
り
な
し
と
い
へ
ざ
、
不
断
罵
署
打
郷
に
逢

ふ
て

生
を
過
す
、
い
か
様
の
非
道
を
し
て
も
、
官
人
ε
な
れ
ば
、

一
俵
の
米
を
取
て
も
君
風
に
誇
り
、
民
家

へ
出
て
は
能
く
百
姓
を
睨

む
に
、
か
穿
む
の
み
也
、
其
外
輩
の
官
人
は
、
多
く
は
民
間
の
卑
賎
よ
り
出
て
民
間
を
攻
る
。

是
豆
を
煮
て
、

豆
の
豆
か
ら
を
た

く
が
こ
ご
く
皆
爾
な
り
、
縦
ば
半
馬
に
重
荷
を
負

ふ
せ
て
打
た
」
き
、

つ
ま
づ
け
ば
猫
怒
つ
て
大
鞭
し
、
こ
の
畜
生
め
と
罵
る
が

封
建
制
ド
に
於
け
る
日
本
奈
膿
國
家

六
九
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如
し
、
言
事
な
く
、
泣
く
事
な
し
、
百
姓
相
同
じ
。

と
指
摘
し
て
ゐ
る
。

農
民
は
當
時
國
民
中
の
最
大
多
数
を
占
む
る
も
の
で
あ
つ
た
が
.

武
断
触
專
制
政
治
は
斯
く
の
如
く
彼
等
を
搾
取
し
抑
圧

し
た
の

で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
初
期
は
農
民
の
負
憺
も
比
較
的
輕
く
、

享
保
以
後
武
士
の
窮
迫
と
共
に
農
民
に
対
す

る
諒
求
は
加
は
り
、

百

姓
は
耐

へ
切
れ
な
く
な
つ
九
。
彼
等
は
死
中
に
活
を
求
め
ん
と
し
て

、

間
引
、
農
民
離
村
及
び
百
姓

一
揆
の
方
法
を
取
る
の
外
は
な

か
つ
た
。

間
引
は
堕
胎
、
殺
児
に
し
て
、
斯
く
の
如
き
弊
風
は
生
存
競
争
の
激
し
い
江
戸
、

大
阪
の
都
會
地
に
は
早
く

か
ら
あ
つ
た

が
、
そ

れ
が
農
民
に
ま
で
損

つ
て
行
つ
た
の
は
享
保
以
後
で
あ
つ
て
、

飢
饒
が
屡
々
起

つ
た
東
北
地
方
に
於
て
は
、
特

に
こ
の
風
が
盛
で
あ

註
七
〇

註
七
一

つ
て
、
西
域
物
語
の
著
者
本
多
利
明
は
、

『
間
引
子
ご
荒
し
作
り
は
箱
根
峠
よ
り
東
諸
國
の
風
俗
な
り
』

ε
言

ふ
て
ゐ
る
。
斯
く
し

て
、
享
保
以
後

は
農
民
の
人

口
は
漸
次
減
少
し
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。

江
度
時
代
後
期
以
後
農
民
離
村
が
盛
に
行
は
れ
た
。
是
れ
、

領
主
代
官
の
諒
求
に
堪
へ
か
ね
て
、
百
姓
が
徒
党

を
組
ん
で
そ
の
所

在
を
立
退
い
た
の
で
あ
る
。
當
時
領
主
は
之
を
逃
散
ざ
稻
し
て
、

百
姓

一
撲
ご
同
様
に
取
締

つ
た
が
、
百
姓

一
入

一
人
が
農
村
を
離

註
七
二

註
七
三

れ
て
江
度
大
阪
そ
の
他
の
都
會
に
集
つ
て
ゆ
く
こ
と
を
防
ぐ
こ
ご
は
出
來
な
か
つ
た
。

本
居
宣
長
は

『
秘
本
玉
く
し
け
』
に
於
て
、

農
民
離
村
の
状
態
を
適
切
に
語

つ
て
ゐ
る
。

然
る
に
他
國
の
様
子
を
う
け
玉
は
れ
ば
、
上
上
も
下
下
の
役
人
も
、

百
姓
を
あ
し
ら
ふ
に
、
露
ほ
と
も
め
く
み
い
た
は
る
心
は
な



く

し

て
、
年

貢

は
本

よ
り
、

今

の

世

の

定

ま

り

の
如

く

出

す

べ
き

は

つ
の

も

の

と

心
得

、

そ

の

定

ま

り

の
年

貢

の

外

に
も
、

な

ほ

さ
ま

さ
ま

の
事

共

を

工
夫

し
出

し

て
、

た

曳
ひ

た
す

ら

に
取

上

る
事

を

つ
と

め

ご

し

て
、

あ

き

た

る
事

な

く
、

た
ま

た
ま

主

君

は

仁

心

あ

り

て
、

こ

れ
を

ゆ

る

や

か

に

せ

ん

ご
思

ひ

玉

へ
ε
も
、

下

な

る
役

人

こ
れ

を

ゆ

る
さ

す
、

或

は
下

な

る
役

人

仁

心
あ

れ

と

も
.

上

よ

り

こ

れ
を

ゆ

る

さ

す
、

た

、
百

姓
を

苦

し

め

に
苦

し

む

る
所

も

あ

り

ご

か
や
、

う
け

た
ま

は

る

。

(
中

略

)
或

は
困

窮

に
た

へ
か

ね

て

は
、

農

業

を

す

て

玉
、

江

度

、

大

阪

、

城

下

城

下

な

と

へ
う

つ
り

て
、

商

人

と
な

る
者

も
、

次

第

に
多

く
、

子

共

多

け

れ

は
、

一
人

は

せ

ん

か

た

な

く

百
姓

を

立

さ
す

れ

と

も
、

残

り

は

お
ほ

く

町
人

の
方

へ
奉

公

に
出

し

て
、

つ
ひ

に
商

人

に

な

り

な

と
す

る
程

に
、

い

つ

れ

の

村

に

て

も
、

百
姓

の

竈

は
段

々
に

す

く

な

く

な

り

て
、

田

地

あ

れ

、

郷

中

次
第

に
衰

微

す

。

こ

れ

に
因

て

法

度

を

立

て

、

百

姓

の
兄

弟

子

共

な

ご
を
、

外

へ
出

す
事

を

嚴

し

く
禁

せ

ら

る

」
國

々
も
あ

れ

ε
も
、

そ

れ

は
、

源

を

濁

し

て
流

れ

の

末

を

清

く

せ

ん

ε
す

る

か
如

く

な

る
物

な

る

故

に
、

そ

の
禁

制

も
、

と

か

く

に
立

か

た
く
、

叉

今

の

世

は

た

玉
當

座

の
事

の

み

は

か
り

て
、

始

絡

の
所

を

考

へ
さ

る

な
ら

ひ

な

れ

は
、

さ

し

あ

た

り
た

ま

つ

其
年

の
上

納

江

に
と

と

の

へ
は
、

宜

し

き

事

に

し

て
、

百
姓

い

た

め

は

ゆ

く

ゆ

く

上

の
大

な

る
御

損

失

な

る

こ

と

も

思

は
す
、

漸

々
に
農

民

の

お

と
ろ

へ
ゆ

く
事

は
、

か

へ

す

か

へ
す

も
歎

か

は

し

き

こ

ご

の

至

り

な

り
。

百

姓

一
撲

は

、

江

戸
時

代

の
後

半

即

ち
寳

永

、

正
徳

、

享

保

よ

り
幕

末

に
亘

つ

て
頻
発
し

た

る
も

の

に
し

て
、

領

主
若

し

く

は
之

を

代

表

す

る
代

官

、
即
ち

時

の
支

配

階

級

に
対
す

る
農

民

の
階

級

闘

争

で
あ

り

、

百
姓

一
揆

の
研

究

家

黒

正
嚴

氏

の
研
究

に
依

れ
ば

、

註
七
四

総

撒

六

百
飴

件

の

多
数

に
上

る

と
謂

ふ
。

而

し

て

百
姓

一
揆

が

頻

磯

す

る

に
至

つ
た

の

は
、

武

士

の
詠

求

の
加

つ

た
享

保

以

後

の

こ

封
建
制
下
に
於
け

る
日
本

杢
騰
國
家

七

一
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ε
に
し
て
、
享
保
以
前
の
百
姓

一
揆
の
知
ら
れ
る
も
の
は
、
年
代
の
明
か
に
知
ら
れ
る
江
度
時
代
の
百
姓

一
揆
五
百
三
十
四
件
中
僅

註
七
五

か
に
三
十
六
件
を
数

ふ
る
に
過
ぎ
な
い
。

百
姓

一
撲
は
、
か
の
有
名
な
る
永
癒
二
年
の
木
内
宗
吾
の

一
件
が
そ
の
先
騙
を
な
す
も
の
に
し
て
、
是
れ
、
堀
田
侯
の
好
臣
が
凶

荒

に
対
す
る
常
備
倉
の
設
置
を
名
ご
し
て
、
家
屋
税
、
人
頭
税
そ
の
他
種

々
の
重
税
を
課
し
て
、
農
民
を
苦
し

め
た
る
に
基
く
も
の

で
あ
る
。
そ
の
後
諸
國
に
蜂
起
し
た
る
百
姓

二
揆
は
、
概
ね
こ
の
佐
倉
騒
動
を
笙
本
と
し
、
奉
行
若
し
く
は
代
官
の
詠
求
を
受
く
る

毎

に
そ
の
利
害
関
係

を
有
す
る
農
民
全
体

が
相
互
に
一
致
艦
結
し
て
、

最
初
は
愁
訴
嘆
願
し
、
そ
の
蕪
か
れ
ざ

る
に
及
ん
で
は
、
竹

槍
、
薦
旗
を
押
し
立
て
、
行
く
ゆ
く
治
道
の
村
民
を
脅
迫
し
て
同
志
に
引
き
入
れ
、
賊
呼
し
て
城
下
に
押
寄
せ
た
。
百
姓

一
揆
は
、

斯
く
徒
党

、
強
訴
、
暴
動
の
三
階
段
を
具
ふ
る
の
が
普
通
で
あ
つ
た
。

而
し
て

一
揆
の
首
謀
者

は
、
磯
刑
、
斬
首
、
追
放
そ
の
他

の

註
七
六

極
刑
に
處
せ
ら
る
、
を
常
こ
し
た
が
、
そ
の
要
求
は
大
抵
貫
徹

せ
ら
れ
た
。

註
七
七

本
居
宣
長
は
、

百
姓

一
揆
を
時
の
支
配
階
級

の
苛
敏
詠
求
の
結
果
な
る
こ
と
を
切
言
し
て
ゐ
る
。

ま
つ
第

一
、
そ
の
領
主
の
恥
辱
、
こ
れ
に
過
九
る
は
な
し
。

さ
れ
は
た
と
ひ
い
さ
さ
か
の
事

に
も
せ
よ
、
此

す
ち
あ
ら
は
、
そ
の

起

る
ご
こ
ろ
の
本
を
委
細
に
よ
く
よ
く
吟
味
し
て
、
是
非
を
た
た
し
、
下
の
非
あ
ら
は
、
そ
の
張
本
の
ご
も

か
ら
を
お
も
く
刑
し

玉
ふ
へ
き
は
勿
論
の
事
、
叉
上
に
非
あ
ら
は
、
そ
の
非
を
行

へ
る
役
人
を
、

重
く
罰
し
玉
ふ
へ
き
也
。
抑
、
此
事
の
起
る
を
考
ふ

る
に
、
後

に
い
つ
れ
も
、
下
の
非
は
な
く
し
て
、
皆
上
の
非
な
る
よ
り
・起
れ
り
。
今
の
世
、
百
姓
町
人
の
心
も
あ
や
し
く
な
り
た

り
.・」
は
い

へ
と
も
、
よ
く
よ
く
堪
か
た
き
に
い
た
ら
さ
れ
ば
、

此
事
は
お
こ
る
も
の
に
あ
ら
す
。
た
ε
ひ
起

さ
ん
と
思
ふ
者
あ
り



ε
て
も
・
村
村

一
致
す
る
こ
ざ
は
か
た
く
、

叉
悪
窯
者
あ
り
て
、
こ
れ
を
す
、
め
あ
り
き
て
も
、
か
や
う
の
事
を

一
同

に
ひ
そ
か

に
申
合
す
事
は
、
も
れ
や
す
き
も
の
な
れ
は
、
中

々
大
低
の
事

に
て
は
、

一
致
は
し
か
た
か
る
へ
し
。
然
る
に
近
年
、
此
事
の
所

所
に
多
き
は
、
他
國
の
例
を
聞
て
、
い
よ
い
よ
百
姓
の
心
も
動
き
、
叉
役
人
の
取
は
か
ら
ひ
も
、
い
よ
い
よ
非

な
る
こ
と
多
く
、

困
窮
も
甚
し
き
か
故
に
、

一
致
し
や
す
き
な
る
へ
し
。

(中
略
)
い
か
ほ
と
起
ら
ぬ
や
う
の
か
ね
て
の
防
き
工
夫
を
な
す
共
、
末

を
防
く
は
か
り
に
て
は
止
か
た
か
る

へ
し
。
と
か
く
、

そ
の
因
て
起

る
本
を
直
さ
す
は
あ
る
へ
か
ら
す
。
そ
の
本
を
直
す
ご
い
ふ

は
、
非
理
の
は
か
ら
ひ
を
や
め
て
、
民
を
い
た
は
る
是
也
。
た
ε
ひ
い
か
ほ
と
困
窮
は
し
て
も
、

上
の
は
か
ら
ひ
た
に
よ
ろ
し
け

れ
ば
、
此
事
は
起
る
も
の
に
あ
ら
す
。

吾
人
の
以
上
の
叙
述

に
於
て
、

江
度
時
代
は
初
よ
り
、
武
士
階
級
は
階
級
搾
取
を
敢
て
な
す
支
配
階
級
で
あ

り
、
百
姓
町
人
は
そ

の
下
に
坤
吟
す
る
被
支
配
階
級
で
あ
つ
た
こ
ご
が
明
か
で
あ
ら
う
。

封
建
時
代
七
百
年
に
於
け
る
階
級
を
論
す
る
の
が
吾
人
の
課
題
で
あ
つ
た
。
鎌
倉
初
期
の
短
期
間

を
除
い
て
、
幕
末
に
至
る
ま
で

武
士
階
級
は
、
農
民
の
膏
血
を
絞

つ
て
衣
食
す
る
所
謂
支
配
階
級
で
あ
り
、
農
民
は
半
馬
に
等
し
き
地
位
に
置

か
れ
た
る
、
即
ち
搾

取
せ
ら
れ
る
た
め
に
生
存
せ
る
存
在
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

三
、
政
体

註
七
へ

鎌
倉
幕
府
は
、
初
み
武
士
階
級
の
保
護
ご

一
般
治
安
の
維
持

ε
を
任
務
こ
し
て
立
ち
し
も
の
に
し
て
、

決
し
て
朝
廷
を
無
力
に
せ

封
建
制

手
に
於
け
る
日
本
全
龍
國
家

士
ヨ
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七
九

ん
ご
す
る
意
企

は
な
か
つ
た
。
然
れ
ご
も
、
文
治
の
勅
に
依
る
守
護
地
頭
の
設
置
、
即
ち

統
治
権

の
行
使
の
委
任
に
基
い
て
、
兵
馬

の
大
樺
の
委
任
を
受
け
た
か
ら
、
そ
の
實
力
を
以
て
國
體
殿
損
を
敢
て
な
す
の
危
険
を
初
よ
り
突
ん
で
ゐ
た
。

ゆ
え
に
幕
府
は
、
朝

幕
政
治
分
野
を
定
め
て
公
家
.。
協
定
を
途
げ
相
互
に
侵
害
を
防
い
で
そ
の
實
績
を
基
げ
る
こ
と
に
努
力
し
、
文
治
建
久
の
交
に
、

一

時
そ
の
工
作
が
成
立
し
た
の
で
あ

つ
た
が
、
幕
府
の
要
求
に
鷹
諾
し
た
の
は
、
時
の
關
白
九
條
兼
、買
を
首
ご
す
る

一
部
の
み
に
し
て
、

そ
の
他

は
幕
府
の
武
力
に
屈
し
た
る
た
め
表
面
異
議
は
提
出
せ
ざ
る
も
、
決
し
て
容
認
し
た
る
も
の
に
非
す
し
て
只
雌
伏
し
た
る
に

過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
幕
府
は
公
家
の

一
部
に
危
険
性
の
あ
る
こ
ご
を
認
め
、
京
都
に
代
表
者
を
派
出
し
、
警
衛
の
美

名
ω
下
に
監
税
の
任
に
當
て
、
常
に
情
報
を
接
受
し
て
居

つ
た
、
さ
れ
ば
公
武
政
治
の
境
界
は
頗
る
不
安
定
な
も
の
で
あ

つ
た
の
で

あ
る
。

三
代
將
軍
實
朝
が
殺
さ
れ
て
源
氏
の
血
統
絶
え
て
よ
り
、
北
條
氏
は
ほ
し
い
ま

x
に
京
都
よ
り
藤
原
頼
経
を
迎

へ
て
、
朝
廷
に
野

し
て
征
夷
大
將
軍
の
宣
旨
を
要
求
し
奉
り
、
早
く
も
最
高
の
輔
翼
者
た
る
時
単
に
対
す

る
天
皇
の
任
命
大
椹
を
侵

す
の
端
緒
を
開
き
、

鼓
に
朝
幕
…
関
係は
源
氏
の
時
代
の
如
く
圓
滑
な
ら
す
、

そ
の
不
安
の
状
態

は
積
り
積

つ
て
途
に
承
久
の
齪
ご
な

つ
た
の
で
あ
る
。

承
久
の

一
墨
室
し
く
敗
る
玉
や
、
後
鳥
朋
上
皇

は
、
向
後
は
諸
事
幕
府
の
申
請
の
儘
に
宣
下
す
べ
し
ご
の
院

旨
を
幕
軍
に
傳

へ
ら

註
八
↓

註
八
二

る
曳
の
止
む
な
き
に
至
り
、
幕
府
は
公
家
の
荘
園
三
千
飴
箇
所
を
没
牧
し
て
、
承
久
以
前
の
武
家
に
対
抗
し
得

る
の
公
家
の
實
力
を

失
塗
せ
し
め
、
鼓
に
幕
府
は

一
段
と
権
力
を
確
立
し
、
天
皇
親
政
を
妨
げ
奉
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
以
下
そ

の
次
第
を
説
く
で
あ

ら
;つ
。



先
づ
、
征
夷
大
將
単
な
る

も
の
、
性
質
を
明
か
に
す
る
の
必
要
が
あ
る
。
征
夷
大
將
単
な
る

官
職
は
、
本
來
軍
司
令
官
に
外
な
ら
ぬ

も
の
に
し
て
、
從
つ
て
、
之
に
任
ぜ
ら
る
ゝ

も
、
決
し
て
同
時
に
統
治
権
の
行
使
の
御
委
任
を
俘

ふ
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
坂
上
田

村
麿
、
藤
原
忠
文
、
木
曾
養
仲
何
れ
も
同
様
で
あ
つ
た

。
源
頼
朝
は
守
護
地
頭
設
置
の
文
治
の
勅
に
依
り
て
、
事

買
上
統
治
権
行
使

の
御
委
任
を
受
け
た
る
も
の
に
し
て
、
征
夷
大
將
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
七
年
後
た
る
建
久
三
年

で
あ
つ
た
。
即
ち
、

こ
の
時
ま
で
は
未
だ
統
治
樺
行
使
の
御
委
任
ご
征
夷
大
將
軍
に
任
ぜ
ら
る
曳
こ
と
玉
は
全
く
無
関
係

で
あ
り
、

征
夷
大
將
軍
は
武
門

の
頭
梁
こ
し
て
頼
朝
の
最
も
渇
望
し
た
る

一
種
の
名
岩
職
に
外
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
二
代
目

の
頼
家
が
征
夷
大
將

軍
に
任
ぜ
ら
る
ゝ

や
、
最
早
単
な
る
名
誉

職
に
止
ま
ら
す
し
て
、
之
に
任
ぜ
ら
る
」
こ
と
は
同
時
に
、
統
治
権

の
行
使
の
御
委
任
を

註
八
三

随
伴
す
る
こ
ご
玉
な
り
、
爾
來
之
が
例
と
な
つ
て
徳
川
氏
に
及
び
、
さ
ら
に
幕
末
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

將
軍
源
頼
経

は
在
職
三
十
年
の
久
し
き
に
及
び
、
家
人
の

一
部
こ
の
間

に
自
ら
親
近
な
る
主
從
蘭
係
が
結
ば
れ
、
執
樺
が
幕
府
の

中
心
ご
し
て
家
人
を
統
制
す
る
上
に
障
害
を
感
す
る
に
至
つ
江
。
さ
れ
ば
將
軍
経
時
の
時
に
至
つ
て
、
頼
経
の
子
頼
嗣
の
六
才
な
る

を
元
服
さ
せ
、將
軍
の
宣
下
を
朝
廷
に
申
請
し
、將
軍
の
交
迭
を
断
行
し
た
。
頼
経
親
近
の
家
人
等
が
之
を
憤
つ
て
幕
府
顛
覆

の
陰
謀

を
企
つ
る
や
、
執
権
時
頼
は
豫
て
希
望
し
て
ゐ
た
皇
族
將
軍
の
實
現
を
圖
ら
ん
と
し
、
後
嵯
峠
上
皇
の
皇
子
宗
尊
親
王
を
征
夷
大
將

軍
こ
し
て
迎

へ
奉
つ
た
。
宗
尊
親
王
も
御
東
下
以
來
文
永
三
年
に
至
つ
て
十
五
年
の
春
秋
を
途
ら
れ
、
家
人
こ
の
関
係

が
緊
密
こ
な

註
八
四

り
、
北
條
氏
は
頼
経
の
場
合
ε
同
じ
く
警
戒
す
る
に
至
つ
た
。
蝕
に
於
て
、
親
王
の
御
子
惟
康
王
を
征
夷
大
將
軍

に
奉
載
し
た
。

承
久
の
勝
利
に
依
り
て
勢
力
を
確
立
し
た
る
北
條
氏
は
、
右
の
如
く
檀
に
將
軍
を
擁
立
し
て
そ
の
宣
下
を
申
請

し
奉
り
、
朝
廷
は

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本
全
體
國
家

七
五
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そ
の
人
物
御
選
択

の
絵
地
殆
ん
ご
な
く
、
北
條
氏
の
申
請
の
ま

玉
に
御
任
命
に
な
り
、
斯
く
し
て
鎌
倉
末
期
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

抑

々
君
臨

す
れ
ど
も
統
治
せ
す
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
我
が
國
盟
に
背
反
す
る
こ
蓬
に
し
て
、
天
皇
親
政
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
御
親

政
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
固
よ
り
政
治
の
緬
…て
を
御
親
裁
遊
ば
す
必
要
は
な
く
、
大
綱
を
総
掩
せ
ら
る
れ
ば
足
る
。
今
統
治
権
行
使
の
受

任
者
た
る
將
軍
、
即
ち

最
高
の
輔
翼
機
關
た
る
將
軍
の
任
冤
に
關
し
て
、
そ
の
人
物
の
選
鐸
の
絵
地
朝
廷
に
留
保
せ
ら
れ
す
、
叉
罷

'冤
の
籐
地
も
留
保
せ
ら
れ
ざ
る
に
於
て
は
、

天
皇
の
任
冤
大
椹
は
形
式
的
名
義
的
ε
な
り
、
所
謂
政
治
の
大
綱
を
総
掩
せ
ら
れ
ざ
る

結
果
ご
な
り
、
蝕
に
、
天
皇
親
政
は
妨
げ
ら
れ
、
國
體

は
殿
損
せ
ら
る
エ
こ
ご
」
な
る
。

北
條
氏
の
國
膣
損
傷

は
右

に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
承
久
の
齪
後
、
後
鳥
羽
上
皇
を
隠
岐
に
、
順
徳
上
皇

を
土
佐
に
、
土
御
門

圭

を
土
佐
に
、
雅
成
墾

を
但
馬
に
顧

仁
塑

を
備
前
に
遽
し
奪

し
鑑

は
・永
く
呆

國
民
の
忘
る
寵

は
ざ
る
所
で
繍
醗

北
條
氏
は
承
久
の
齪
の
處
分
ご
し
て
、
仲
恭
天
皇
を
康
し
奉
つ
て
後
堀
河
天
皇
を
御
立
て
申
し
、
鼓

に
皇
位
縫
承
に
容
啄
し
始

め
、

そ
の
後
.
後
嵯
峠
天
皇
の
御
遺
詔
は
持
明
院
統
ご
大
畳
寺
統
ご
の
爾
統
分
争
を
惹
き
起
し
執
権
貞
時

は
爾
統
迭
立
の
議
を
提
し
て
成

功
し
た
。
鼓
に
於
て
爾
統
に
属
す
る
人
々
は
互
ひ
に
北
條
氏
に
頼

つ
て
有
利
に
解
決
せ
ん
と
し
、
皇
位
は

一
に
北
條
氏
に
依

つ
て
最

註
八
六

後
の
決
定
が
下
さ
れ
る
こ
と

玉
な
つ
た
。

凡
そ
皇
位
糠
承
の
範
囲

は
、
天
祀
の
聯
勅
に
依
り
て
定
ま
れ
る
も
の
に
し
て
、

天
社
の
御
子
孫
が
血
統
上
の
権
利

に
基
い
て
皇
位

に
即
か
れ
る
の
で
あ
る
。
是
れ
、
建
國
以
來
萬
世
不
易
の
國
體
法
で
あ
る
。
而
し
て
現
行
憲
法
第
二
條
及
び
皇

室
典
範
に
は
、
明
確

な
る
限
定
が
し
て
あ
る
か
ら
疑
ひ
を
生
す
る
の
飴
地
は
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
皇
統

に
属
す
る
複
数
の
御

子
孫
御
兄
弟
の
中
で



何
人
が
皇
位
に
帥
か
る
㌧
や
に
就
い
て
、
勅
命
に
依
り
て
選
定
せ
ら
る
れ
ば
國
體

損
傷

に
は
な
ら
な
い
が
、
北
條
氏
の
積
極
的
容
啄

に
依
り
て
決
定
せ
ら
る
」
に
至
り
て
は
、
正
に
國
盟
殿
損
の
甚
だ
し
き
も
の
ざ
言
は
ざ
る
を
得
な
い
。

降
つ
て
足
利
時
代
に
入
り
て
も
、
實
力
を
以
て
統
治
権
を
行

へ
る
所
の
も
の
を
朝
廷
が
承
認
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
足
利
尊
氏

に
対
す

る
將
軍
宣
下
は
、
そ
の
人
物
に
対
す

る
選
択

の
饒
地
朝
廷
に
存
せ
す
、

そ
の
後
、
足
利
氏
の
血
統
以
外

に
は
將
軍
と
し
て

任

命

せ
ら
る
製
の
絵
地
存
せ
す
、
天
泉
の
任
冤
大
権
は
形
式
的
と
な
り
、
天
皇
親
政
を
妨
げ
た
こ
ご
、
鎌
倉
時
代
ご
異

る
所
は
な
い
。

皇
室
の
式
微
に
關
し
て
室
町
時
代
の
特
長
的
な
も
の
は
、
武
家
の
狼
藉

の
た
め
に
朝
廷
の
御
経
済

は
頗
る
窮
迫

し
、
費
用
不
足
の

註
八
七

た
め
、
御
帥
位
の
大
典
を
二
十
年
絵
を
延
期
せ
ら
れ
、
天
皇
の
御
大
葬
を
四
十
日
も
延
期
せ
ら
る
製
の
状
態

で
あ
つ
た
。
史
を
讃
ん

で
悲
歌
慷
慨
せ
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
や
。

鎌
倉
室
町
の
爾
時
代
を
通
じ
て
天
皇

に
留
保
せ
ら
れ
た
る
も
の
ば
、

た
f
榮
巻

の
大
権
に
し
て
、
是
れ
ば
か
り
は
親
政
で
あ
つ
た
。

即
ち

將
軍
は
正
二
位
右
大
臣
若
く
は
從

一
位
太
政
大
臣
等
の
朝
廷
の
官
位
を
授
け
ら
れ
、

守
護
地
頭
も
亦
將
軍

の
推
墨
に
依
つ
て
朝

註
八
八

廷
の
官
位
を
受
け
た
。
彼
等
武
家
は
實
力
の
把
持
者
な
れ
ご
も
、

日
本
全
体

國
家
意
識
は
深
く
潜
在
す
る
が
ゆ
え
に
、
朝
官
を
受
く

る
に
非
れ
ば
、
將
軍
は
部
下
に
樹
し
て
威
令
行

は
れ
す
、
守
護
地
頭
も
將
軍
の
私
的
の
代
官
た
る
の
み
に
は
て
、
如
何
に
地
方
行
政

権
が
委
託
せ
ら
る
箋
も
、
之
を
徹
底
し
得
ざ
る
に
因
り
、
彼
等
は
之
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

徳
川
時
代
の
朝
幕
関
係

も
亦
、
室
町
時
代
の
そ
れ
ご
多
く
異
ら
な
い
。
戦
國
時
代
に
、
信
長
も
秀
吉
も
御
料
の
回
復
増
進
を
行
ひ
、

家
康
も
同

一
の
政
策
を
執
り
て
、

一
暦
御
料
を
増
献
し
、
徳
川
初
期

に
は
、

禁
裏
の
御
料
は
凡
そ
三
萬
石
で
あ

つ
忙
。
室
町
時
代
.・」

封
建
制
下
に
於
け
る
目
本
杢
膿
國
家

七
七
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は
異
る
ご
難
、
三
萬
石
は
大
名
の
最
下
級

に
班
す
る
程
度
に
過
ぎ
す
。

之
を
幕
府
の
八
百
萬
石
に
比
較
す
れ
ば
、
殆
ん
ざ
問
題
に
な

ら
な
い
。
殊
に
禁
裏
の
御
料
は
、
そ
の
土
地
の
領
有
権
ご
共
に
献
進
し
た
る
に
は
非
す
し
て
、
そ
の
土
地
を
支
配

す
る
も
の
は
、
依
然

ご
し
て
所
司
代
若
し
く
は
代
官
で
あ
り
、
彼
等
が
租
税
と
し
て
徴
収

し
た
る
も
の
玉
中
よ
り
、
料
を
定
め
て
献
進
し
た
る
が
故
に
、

皇
室
は
一
種
の
俸
給
生
活
者
に
類
す
る
御
地
位
で
あ
つ
た
。
そ
の
反
面
、
嘗

て

一
度
も
大
名
の
地
位
に
立
九
せ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で

註
八
八

あ
る
。
幕
末
に
至
つ
て
御
料
を
二
十
萬
石
に
増
加
し
た
け
れ
ご
も
、

朝
廷
が
棘
社
の
祭
典
を
復
興
し
或
は
朝
儀
を
再
興
し
.
或
は
公

註
八
九

卿
殿
上
人
に
分
賦
せ
ら
る
曳
が
た
め
、
朝
廷
の
経
済

は
常
に
不
足
勝
で
あ

つ
た
。

徳
川
家
康
は
朝
幕
関
係

留
定
め
ん
が
た
め
に
、
元
和
元
年
七
月
公
家
諸
法
度
を
制
定
し
た
。
そ
の
第
二

條
に
は
、
『
天
子
御
藝
能
之

事
』
と
題
し
て
、
學
問
を
專
ら
に
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
言

ふ
て
ゐ
る
。
是
れ
、
朝
廷
が
天
下
の
政
治
に
關
與
せ
ら
れ
ざ
る
べ
く
警
戒

註
力
○

し
た
も
の
で
あ
る
。

第

一
條
ご
共
に
注
意
す
べ
き
は
第
七
條
で
あ
る
。
『
武
家
之
官
位
者
。
可
レ
爲
二、公
家
當
官
之
外
一事
。』
と
題
し
て
、

朝
廷
よ
り
官
位

を
賜
れ
る
武
士
は
公
家
ざ
異
り
員
外
と
し
て
、

そ
の
官
に
属
す
る
職
務
を
勤
め
得
ざ
る
こ
と
を
、言
ふ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
是
に
由

つ

て
、
武
士
の
有
す
る
官
位
が
公
家
の
有
す
る
官
位
よ
り
も
、
遙
か
に
形
式
的
の
も
の
九
る
意
味
が
強
く
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
拘
ら
す
、
徳
川
時
代
の
武
士
が
こ
の
形
式
化
し
九
る
稻
號
を
以
て
公
文
書

に
も
非
公
式
文
書

に
も
呼
ば
れ
て
ゐ
る
こ
と

は
注
意
す

註
九

】

べ
き
事
項
に
し
て
、
彼
等
は
朝
廷
の
官
位
を
欲
し
た
の
で
あ
る
。

形
式
的
な
意
味
の
官
位
に
も
せ
よ
、
朝
廷
は
榮
轡
の
大
権
は
留
保

し
、
こ
の
範
囲

に
於
て
御
親
政
遊
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。



榮
巻
の
大
権
は
、
室
町
の
末
葉
に
至
る
ま
で
は
、

武
士
に
対
し

て
は
將
軍
の
推
學
を
侯
つ
て
始
め
て
行
使
せ
ら
れ
た
が
、
室
町
の

註
九
二

末
將
軍
の
権
力
衰
ふ
る
に
及
び
て
は
、

將
軍
の
推
學
を
侯

た
す
し
て
行
使
せ
ら
れ
た
。
之
に
対
し

て
家
康
は
、
慶
長
十

一
年
武
士
の

叙
位
救
官

は
專
ら
彼
の
推
薦
に
依
ら
れ
ん
こ
ご
を
朝
廷
に
奏
請
し
、

さ
ら
に
慶
長
十
六
年
に
は
こ
の
奏
講
を
繰

返
し
.
武
士
に
賜
り

た
る
官
位
は
補
任
名
簿

に
載
せ
ら
れ
ざ
る
や
う
附
加

へ
て
ゐ
る
。
こ
れ
よ
り
後
、
武
士
出
身
の
貴
族

は
朝
廷
よ
り
除
か
れ
、
叉
朝
廷

註
九
三

と
の
交
通
を
禁
ぜ
ら
る
ゝ

に
至
つ
た
。
之
に
依
つ
て
家
康

は
、
大
名
が
幕
府
を
差
置
い
て
朝
廷
に
親
し
み
奉
る
こ
ざ
を
警
戒
し
た
の

で
あ
る
。

右
の
方
法
に
依
り
て
徳
川
幕
府

は
、
朝
廷
を
制
肘

し
、
榮
轡

の
大
権

の
み
朝
廷
の
総
携

せ
ら
る
ゝ
所
で
あ
り
、
統
治
権
行
使
の
受

任
者
た
る
將
軍
宣
下

は
、
足
利
時
代
の
如
く
、

實
力
を
以
て
統
治
権
を
行

へ
る
徳
川
家
康
を
承
認
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
家
康

の
將
軍
適
否
に
關
し
て
朝
廷
に
は
考
慮
の
飴
地

な
く
、
そ
の
後
の
將
軍

は
、

徳
川
氏
の
血
統
以
外
に
は
將
軍

と
し
て
任
命

せ
ら
る
ゝ

の
除
地
存
せ
す
、
且
そ
の
統
治
権
の
行
使
の
委
任
た
る
や
、
榮
轡

の
大
椹
以
外
は
飴
す
所
な
く
、
総
括
委
任
で
あ
る
。
斯
く
ま
で
最

高
の
輔
翼
機
關

に
対
す

る
天
皇
の
任
冤
大
権
が
形
式
的
名
義
的
と
な
り
て
、
天
皇
親
政
何
處

に
あ
り
や
?

ゆ
え
に
明
治
天
皇
が
陸
海
軍
軍
人
に
下
し
給

へ
る
勅
鍮
に
、
『
兵
馬
ノ
権

ハ
一
向

二
共
ノ
武
士
ト
モ
ノ
棟
梁
タ
ル
者

二
露

シ
、
世
ノ

齪

レ
ト
共

二
、
政
治
ノ
大
権

モ
マ
タ
共
ノ
手

二
落
チ
、

凡
ソ
七
百
年
間
、
武
家
ノ
政
治
ト
ハ
ナ
リ
ヌ
。
世
ノ
様

ノ
移
リ
換
リ
テ
斯
ク

ナ
レ
ル
ハ
、
人
力

ニ
テ
挽
回
ス
ヘ
キ

ニ
ハ
ア
ラ
ネ
ト

ハ
イ
ヒ
ナ
カ
ラ
、

且
ツ
ハ
我
國
匿

二
戻
り
、
且
ッ
ハ
我
ガ
社
宗
ノ
御
制

二
背
キ

註
九
四

奉
リ
、
淺
聞

シ
キ
次
第
ナ
リ
キ
。』
と
嘆
か
せ
ら
れ
た
る
如
く
、
鎌
倉
初
期
の
短
期
間
を
除
い
て
徳
川
末
期
に
至

る
凡
そ
七
百
年
聞
、

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本
全
齢
國
家

七
九
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〇

武
士
階
級
は
天
皇
親
政
を
妨
れ
て
國
體
を
殿
損
し
奉
り
、

そ
の
結
果
は
人
民
は
彼
等
に
搾
取
せ
ら
れ
る
た
め
に
生
存
せ
る
存
在
に
な

b
了
つ
た
。
即
ち
武
士
階
級
は
、
政
艦
的
存
在
よ
b
吾
人
の
所
謂
支
配
階
級
に
顛
落
し
た
の
で
あ
る
。

四
、
國
體

將
軍
が
國
盟
違
反
を
敢
て
し
て
天
皇
に
蹄

一
せ
ざ
る
こ
と
は
、
前
記
政
膣
の
項
に
於
て
論
じ
た
が
、
將
軍
以
下
の
武
十
及
び
農
民

も
亦
、
武
士
道
な
る
道
徳

に
依
り
て
將
軍

に
麟

一
し
、
天
皇
に
湊
我
的
蹄

一
を
な
す
こ
ご
を
妨
げ
ら
れ
、
こ
の
掩
齪
要
因
に
依
り
て

日
本
全
体

國
家

は
著
し
く
利
益
滋
會
化
し
た
。
吾
人

は
こ
の
過
程
を
論
す
る
に
先

つ
て
、
先
づ
武
士
道
な
る
も

の
を
間
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。

註
九
五

武
士
道
の
徳
目
と
し
て
、
勇
氣
、
名
を
重
ん
す
る
こ
ご
、
質
素
、
廉
潔
等
が
暴
げ
ら
れ
る
が
、
今
蝕
に
重
大
な
る
は
、
武
士
道
に

於
け
る
忠
の
観
念
で
あ
る
。
井
上
哲
次
郎
博
士
は
、
武
士
道
の
本
質
は
忠
君
愛
國
に
し
て
、

内
に
在

つ
て
は
皇
室
を
護
衛
し
、
外

に

註
九
六

対
し

て
は
國
家
の
防
衛
を
以
て
自
ら
任
す
る
こ
と
に
在
る
、

ご
論
ぜ
ら
る
。
然
れ
ざ
も
北
條
義
時
は
朝
廷
に
仕

へ
た
仁
科
盛
遠

の
、所

領
二
ヶ
所
を
没
牧
し
た
が
、
そ
の
論
糠

こ
す
る
所
は
、
『
何
條
關
東
御
恩
の
侍
、
御
許

さ
れ
も
な
く
し
て
院
中
の
御
奉
公
心
得
す
。』

註
九
七

で
あ

つ
た
。
ゆ
え
に
關
東
の
御
恩
に
報
ゆ
る
に
は
、

朝
廷
に
反
抗
す
る
の
が
道
で
あ
る
ご
考

へ
た
の
で
あ
る
。
叉
當
時
京
都
の
守
護

の
任
に
當
つ
て
ゐ
た
伊
賀
判
官
光
季
は
、

一
院

の
御
召
に
答

へ
て
、『
光
季
は
關
束
の
御
代
官
ご
し
て
か
く
て
あ
り
合
ひ
候

へ
ば
、
上

の
御
大
事
候

は
ん
に
は
芒

承
ら
ん
な
れ
ば
仰
せ
を
承
薯

一
方

へ
は
罷
り
向
ひ
候

べ
し
・
御
所

へ
は
得
参
る
き

く
嚥
・黙

堅
い



決
心
を
示
し
て
ゐ
る
。
而
も
彼
の
心
中

に
は
御
勅
命
に
違

ふ
こ
と
を
人
臣
の
道
に
背
く
と
い
ふ
観
念
は
毛
頭
な
く
、
却
つ
て
、
『身

に
.

註
九
九

あ
や
ま
り
な
く
て

一
天
の
君
を
敵
に
う
け
参
ら
せ
王
城
に
屍
を
晒
し
名
を
萬
代
の
雲
に
あ
げ
ん
こ
ご
を
願

ふ
所

の
幸
な
り
。』
と
い
ふ

・
武
士
の
誇
さ

へ
感
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

右
の
軍
記
物
語
の
事
實
に
徴
す
る
も
、

武
士
の
忠
の
対
象

は
、

直
接
恩
を
受
け
る
主
君
で
あ
り
、

そ
の
最
高
対
象

は
將
軍
で
あ

賦

〔部

ば
自
己
の
主
君
を
養

い
て
朝
芒

奉
仕
す
る
こ
と
は
・
不
忠
妄

る
わ
け
で
あ
補

。
日

右
の
忠
を
内
容
ε
す
る
武
士
道

は
、鎌
倉
時
代
に
起
り
し
も
の
に
し
て
、
そ
の
獲
現
期
の
鎌
倉
時
代
に
於
て
最
も
濃
渕
た
る
生
氣
を

帯
び
て
熱

嘉

倉
の
陥

つ
て
執
権
高
時
の
死
す
る
ξ

・
腹
を
切
つ
て
芒

殉
じ
た
る
者
八
百
七
十
籐
人
あ

つ
た
.
惜
し
む
ら
-

・

註
一
〇
一.㎝

は
、
彼
等
は
武
士
道
的
忠
に
殉
じ
た
る
も
の
に
し
て
、
國
體

の
本
義
を
知
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
室
町
時
代

に
は
武
士
道
は
頽
慶

し
、
下
剃
上
の
世
態
こ
な
つ
忙
が
、

土
岐
頼
遠
が
光
嚴
上
皇
の
御
幸
に
参
り
合

つ
て
、
下
馬
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
、
命

に
從
は
す
散
々

に
狼
藉
を
働
き
た
る
に
対
し
て
、
太
雫
記
で
は
、

上
皇
に
対
し
奉

つ
て
さ

へ
馬
よ
り
降
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
將
軍
に
封

し
て
は
土
を
旬

ふ
べ
き
か
ご
言

へ
る
は
、
當
時
武
士
が
將
軍
を
最
高
無
上
と
し
て

之
に
館

一
し
、
天
皇
に
蹄

一
せ
ざ
り
し
こ
と

を
物

註

一
〇
四

語
る
も
の
で
あ
る
。
徳
川
時
代
の
武
士
道
は
、

そ
の
實
践
的
の
方
面
に
於
て
は
鎌
倉
時
代
の
そ
れ
に
比
す
べ
く
も
な
い
が
、
儒
墨
者

註
}
〇
五

に
依
り
て
理
論
化
艦
系
化
せ
ら
れ
、
そ
の
方
面
よ
り
観
れ
ば
、
武
士
道
は
徳
川
時
代
に
完
成
せ
ら
れ
た
こ
も
言

へ
る
。
而
し
て
、
將

軍
に
蹄

一
し
て
天
皇

に
編

一
せ
ざ
り
し
は
前
時
代
と
変
な
り
は
い
。

吾
人
は
武
士
道
に
就
い
て
梢

々
長
き
記
述
を
し
た
。

そ
れ
は
封
建
時
代
の
武
士
が
武
士
道
な
る
道
徳
に
縛
ら
れ
て
、
そ
の
直
接
の

封
建
制
ト
に
於
け
る
日
本
全
燈
國
家

八
一

、



一

法

政

研

究

第
八
巻

第
乙
號

八
二

主
君
及
び
將
軍
に
樹
し
て
忠

留
捧
げ
、
而
し
て
天
皇
に
館

一
せ
ざ
る
こ
と
を
論
證

せ
ん
が
た
め
で
あ
つ
た
。
而
し
て
將
軍

は
國
體
違

反
を
敢
て
し
て
、
天
皇
に
蹄

一
せ
ざ
る
こ
と

は
、
前
記
政
盟
の
項
に
於
て
詳
述
し
た
所
で
あ
る
。
右

は
支
配
階
級

に
關
し
て
ビ
あ
る

が
、
被
支
配
階
級
た
る
農
民
に
關

し
て
は
、
彼
等
は
支
配
階
級
た
る
武
士
階
級
の
階
級
的
抑
厘
、
階
級

的
搾
取

に
喘
ぎ
な
が
ら
も
、

之
を
打
倒
す
る
だ
け
の
組
織
も
力
も
な
く
、
表
面
は
、

彼
等
は
農
業
生
産
に
つ
い
て
武
士
ご
協
力
し
、
相
互
依
存
の
関
係

に
あ
る
が

如

く
な
る
も
、
實
は
い
つ
離
る
玉
や
も
知
れ
ぬ
対
立
を
内
包
し
九
る
も
の
に
し
て
、
之
が
爆
磯
し
て
、
室
町
時
代

に
は
土

一
揆
を
惹
き

起
し
、
徳
川
末
期

に
は
百
姓

一
揆
が
頻
嚢
し
た
る
こ
ご
は
、

既
に
階
級
の
項
に
於
て
詳
論
し
た
所
で
あ
る
。
ゆ
え
に
武
土
ε
農
民
蓬

は
、
本
質
的
に
は
利
益
社
會
的
関
係

に
立

つ
も
の
で
あ

つ
た
。

併
し
表
面
は
相
互
依
存
の
関
係

を
な
し
、
農
民

は
最
終
的
に
は
將
軍

に
蹄

一
し
て
、
武
士
ご
同
じ
く
天
皇

に
麟

↓
す
る
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
。

日
本
民
族
は
超
階
級
的
存
在
た
る
天
皇

に
対
し

て
の
み
、
非
合
理
的
な
没
我
的
な
蹄

一
が
な
し
得
る
も
の
に
し
て
、
斯
く
て
こ
そ

全
体

と
個
髄
ご
は
不
可
分
の

一
艦
を
構
成
し
て
、

全
髄
國
家

は
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
支
配
階
級

た
る
武

士
も
被
支
配
階
級
た

る
農
民
も
、
將
軍
た
る
中
間
物

に
妨
げ
ら
れ
て
天
皇
に
蹄

一
せ
す
、
支
配
被
支
配
爾
階
級
の
利
益
社
會
的
結
合

が
、
鮮
明
な
る
姿
に

於
て
前
景
に
現
は
れ
來
九
。
鼓
に
於
て
、
鎌
倉
初
期
を
除

い
て
凡
そ
七
百
年
の
封
建
社
会

に
於
て
、
本
質
的
に
潜
在
す
る
日
本
全
盟

國
家
は
、
右
の
掩
鼠
要
因
に
依
り
て
著
し
く
利
益

社
會
化
し
、
恰
も
日
本
國
家
は
本
質
的
に
利
益
社
会

た
ろ
か
の
如
き
槻
を
呈
し
た

の
で
あ
る
。

註
一
、
粟
田
寛
博
士
、
祭
典
私
放
、
三
七
、
三
八
頁
。



註
二
、
三
浦
周
行
町
士
、
績
法
制
史
の
研
究
、

一
〇

一
二
頁
。

註
三
、

〔
鹿
島
社
文
書
〕

註
四
、
浦
原
貞

雄
氏
、
紳
道
と
日
本
文
化
、
六
三
頁

.

註
五
、
小
中
村
清
矩
閲
、
荻
野
由
之

、
小
中
村
義
象
、
増
田
干
信
、
編

、
日
本
古
代
法
典
、
三
九
九
。

右

の
貞
水
式
目
第

一
條

の
振
假
名
は
筆
者
之
を
施
す
。

註
六
、
前
掲
者
、
四
〇
〇
頁
。

註

七
、
瀧

川
政
次
郎

氏
、
日
本
法
制
史
、
第

四
編
、
融

合
法
時
代
前
期

(
式
目
時
代
)
第

一
章
、
総
説
。
植
木
直

】
郎

氏
、
御
成
敗
式
目
研
究

、

二

四
頁
。
宮
地
直

一
博
士
、
武
家
と
神
社

、

(
鎌
倉
時
代
研
究
)

二
八

一
頁

。
三
浦
周
行
博
士
、
法
制
史

の
研
究
、

二
七
頁
。

註
八
、
瀧
川
政
次
郎

氏
、
日
本
法
制
史
、
三
五
〇

頁
。

註
九
、
瀧
川
政
次
鄭
、

日
本
法
制
史
、
三
六
八
頁
、
三
七
三
頁
。

註
十
、
瀧
川
政
次
郎
氏
、
前
掲
書
、
三
五
三
頁
。
牧
健

二
教
授
、
日
本
法
制
史
概
論
、
第

二
分
珊
、

一
九
七
頁
。

註
十

一
、
瀧
川
政
次
郎
氏
、
前
娼
書
、
三
五
五
頁
。
三
浦
周
行
町
士
、
績
法
制
史

の
研
究
、

一
〇

六
八
頁
。

註
十
二
、
日
本
古
代
法
典
、
四

一
一
頁
。

註
十
三
、
有
賀
長
雄
博
士
、
日
本
古
代
法
繹
義
。
三
七
三
頁

。
三
浦
周
行
博
士
、
績
法
制
更

の
研
究
、

一
〇

六
八
頁
。

一
〇

七
七
頁
。

一
〇

七
八
頁
.・

註

十
四
、
瀧
川
政
次
郎

氏
、

三
五
六
頁
。

註
十
五
、
前
掲
童
目
、
三
五
山ハ
百
夙
。

註

十
六
、
瀧
川
政
次
郎

氏
、
前
掲
書

、
三
五
九
頁
。
牧
健

二
氏
、

日
本
法
制
史
概
諭
、
第

二
分
冊
、

一
九
八
頁

。
三
浦
周
行
博
士
、
績
法
制
史

の
研

究
、

一
〇
七
六
頁
。

封
建
制

下
に
於
け
る
旧
本
全
体

國
家

八
三



法

政

研

究

第

八
巻

第

一
號

八
四

註
十
七
、
日
本
古
代
法
典
、
四

一
〇
頁
。

註
十
八
、
有
賀
長
雄
博
士
、
日
本
古
代
法
繹
義
、
三
七
〇
頁
。

温証
十
九
、
三
浦
間
行
博
士
、
績
法
制
史

の
研
究
、

一
〇

七
二
頁
。

註

二
〇
、
穗
積
陳
重
博

士
、
組
先
祭
浦
と
日
本
法
律
、

一
八

一
頁

.

註

一二

、
植

木
直

一
郎

氏
、
御
成
敗
式
日
研
究
、

一
〇

二
頁
。

註
二
二
、
辻
善
之
助
、
日
本
佛
教
史

の
研
究
、

一
六
五
頁

。

註

二
三
、
清
原
貞

雄
博
士
、
紳
道
史
、

二
三
四
頁
。

二
三
六
頁

.

註

二
四
、
平
家
物
語

(
岩
波
下
庫
、
下
巻
)

一
五
九
頁

。

註

二
五
、
源
平
盛
衰
記
上
巻

(
國
文
叢

書
、
博
文
館
)

六
四
〇
頁

.

註

二
六
、
龍
粛

氏
、
鎌
倉
幕
府

の
政
治

(
岩
波
講
座
、
日
本
歴
史
、
第

四
巻
)
四
四
、
四

五
頁
。

註

二
七
、
龍
粛

氏
、
前
掲
書
、
四
五
頁
。
白
柳
秀
湖
氏
、
民
族
日
本
歴
史
、
封
建
編
、

三
九
六
頁
。

註

二
八
、
龍
粛
、
前
掲
書
、

二
〇
頁
以
下
。

註

二
九
、
牧
健

二
氏
、
日
本
封
建
制
度
成
立
史
、
三
二
頁
。
辻
善

之
助
博
士
、
人
物
論
叢

、

一
〇

六
頁

.

註

三
〇
、
牧
健

二
氏
、
前
掲
書
、
二
九
頁
。

註
三

一
、
牧
健
二
氏
、
前
掲
書

、
三
八
頁
C

註
三
二
、
牧
健

二
氏
、
前
掲
書
、
三
〇
頁
、
四
五
頁
。

註
三
三
、
牧
健

二
氏
、
前
掲
書
、

二
六
頁

以
下
C

詑
三
四
、
辻
善
之
助
博
士
、
人
物
論
叢

、

一
〇
四
頁
以
下
。



謎
三
五
、
北
畠
親
房
、
神
皇

正
統
記
、

(
岩
波
文
庫
)

一
七
三
頁
。

註

三
六
、
北
畠
親
房
、
前
掲
書
、

一
五

一
頁
。

註

三
七
、
北
畠
親
房

、
前
掲
書

、

一
五
五
頁
。

註
三
八
、
辻
善
之
助
博
士
、
人
物
論
叢

、

一
一
一
頁
。
平
泉
澄
、
中
世
に
於
け
る
國
體

観
念

、

(
岩
波
講
座
、
日
本
歴
史
、
第

四
巻
、
)

一
八
頁
。

註
三
九
、
北
畠
親
房
、
神
皇

正
統
記
、

一
四
六
頁
。

註
四
〇

、
瀧
川
政
次
郎
氏

亀
日
本
法
制
史
、
二
四

一
頁

.

註
四

】
、
前
掲
書
、
三
七
三
頁
以
下
。

註
四
二
、
前
掲
書

、
三
七
六
頁
,.

註
四
三
、
平
泉
澄
氏
、
中
世

に
於
け
る
國
儂
観
念
、

(
岩
波
講
座
、
目
本
歴
史
)
四

ヒ
頁

。

註
四
四
、
前
掲
書

、
四
九
頁
以
下
。

註
四
五
、
北
畠
親
房
、
神
皇

正
紀
記
、

一
頁
.、

註
四
六
、
前
掲
書
四
〇
頁
..

註
四

七
、

三
浦
周
行
博
士
、
績
法
制
史
の
研
究
、

一
三
二
六
頁
。

註
四

八
、
瀧

川
政
次
郎

氏
、

日
本
法
制
史
、
五
九
二
頁
。
牧
健

二
氏
、
日
本
法
制

史
概
論
、
第

三
分
冊
三

二
四
頁
。
小
中
村
清
矩
博

士
、
日
本
古
代

法
典
、
七
五
六
頁
。

註
四
九
、
穗
積
陳
重
博
士
、
祀
先
祭
祀
と
日
本
法
律

、

=
ハ
三
頁

。

註
五
〇
、
前
掲
書

、

(
由
井
正
雪
事
件
と
徳
川
幕
府

の
養
子
法
)

二
五
七
頁
。

註
五

一
、
前
掲
書
、

一
六
四
頁
。

二
六
三
頁

以
下
。

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本

全
燈
國
家

八
五



法

政

研

究

第
八
巷

第

一
盤

八
六

註
五

二
、

玉
城
肇

氏
、

『
町
人
家
族

の
構
成
』
歴
史
科
學
、
第

五
巻
、
第

七
號
、

八
六
頁

。

註

五
三
、
太
田
亮
氏
、
系
圖
と
系
譜

(
岩
波
、
日
本
歴
史
)
五
二
頁
。

註

五
四
、
清
原
貞
雄
氏
、
紳
道
と
日
本
文
化
、
八
四
頁
。

註

五
五
、
日
本
古
代
法
典
、
四
〇
〇
頁
。

註

五
六
、
日
本
古
代
法
典
四
〇
〇
頁
。
有
賀
長
雄
博
士
、
日
本
古
代
法
経
義
、
三
四
六
頁
。
三
浦
周
行
博
士
、
績
法
制
史

の
研
究
、

一
一
六
四
頁
以

下
。

註
五
七
、
北
條

九
代
記

(
有
明
堂
丈
庫
、
二
四
巻
)
三
二
五
頁
。

註
五
八
、
牧
健

二
氏
、
日
本
封
建
制
度
成
立
史
、
七
七
頁
。
竹
越
與

三
郎

氏
、

日
本
経
済

史
、

】
巷

、
五
七
七
頁
。
土
爆
喬
雄
氏
、
日
本
社
會
史
概

要
、

(
社
會

科
學
講
座
)

二
八
頁
以
下
。

註
五
九
、
白
柳
秀
湖

氏
、
民
族

日
本
歴
史
、

(
職
國
編
)

一
二
八
頁
以
下
。

註
六
〇

、
北
條
九
代
記

(
有
朋

堂
文
庫
)
六
五
三
頁

。

註

六

一
、
三
浦
周
行
値
四士
、
績
法
制
史

の
研
究

、

一
一
八

一
頁

以
下
o

註

六
二
、
太
平
記

(
友
朋
堂
文
庫
)
下
巻
、
四
〇
四
頁
。

註

六
三
、
推
談
治
要
、

(
群
書
類
從
、
第
十
七
輯
)

一
九
五
頁
。

註

六
四
、
瀧

川
政
次
郎

氏
、

日
本
社
会

史
、

二
〇

八
頁
。
本
庄
榮
次
郎
氏
、
日
本
社
會
史
、

一
七

一
頁

。

註

六
五
、
瀧

川
政
次
郎
氏
、
前
掲
書
、
二
〇
九
頁
。
本
庄
榮
次
郎

氏
、
前
掲
書

、

一
七
八
頁
。

註

六
六
、
徳

川
禁
令
考
、
第

五
秩
、

二
四
二
頁
以
下
。

註
六
七
、
徳
川
實
紀
、
第
二

編
、

三
五
四
頁

。



註
六
八
、
本
多
利
明
著

。
西
域
物
語
、

(
日
本
経
済

叢
書

、
第
十

二
巻
)
、

叫
八
四
頁

。

註
六
九
、
田
中
丘
隅
著
、
民
間
省
要
、

(
日
本
経
済

叢

書
、
第

一
巻
)

二
九
〇
頁
。

註

七
〇

、
瀧
川
政
次
郎

氏
、
日
本
社
會
史
、
三
〇

一
頁
。

註
七

一
、
本
多
利
明
著
、
西
披
物
語
、

(
日
本
経
渉
叢

書
、
第

十
二
巻
)

一
八
九
頁
。

註
七
二
、
瀧
川
政
次
郎
氏
、
日
本
社
會
史
、
三
〇

三
頁
。

註

七
三
、
王
く
し
け
、
秘
本
王
く
し
げ

(
岩
波
文
庫
)
五
九
頁
、
六
〇
頁

。

註
七
四
、
本
庄
榮
次
郎
氏
、
日
本
社
'會
史
、
二
四

七
頁

。
黒
正
嚴

氏
、
百
姓

一
揆
史
談
,
三
頁
。

註
七
五
、
里
…正
嚴
氏
、
百
姓

一
揆

の
研
究
、

二
五
五
頁
。

註
七
六
、
本
・庄
榮
次
郎
氏
、
日
本
・社
會
史
、
二
四
九
頁

以
下
。
瀧
川
政
次
郎
氏
、
日
本
社
會
史
、

三
〇

二
頁

。

註
七
七
、
王
く
し
げ
、
秘
本
王
く
し
げ

(
岩
波
文
庫
)
六

一
頁
、
六
二
頁

.

註
七
八
、
龍
粛

氏
、
鎌
倉
幕
府
の
政
治

(
岩
波
講
座
.
日
本
歴
史
)
三
〇
頁

、

註

七
九
、
新
見
吉
治
氏
著
、
武
家
政
治

の
研
究
、

」
〇

六
頁
。

註

八
〇
、
龍
粛

氏
鎌
倉
・幕
府
の
政
治

(
岩
波
講
座

、
日
本
歴
史
)

六
八
頁
。

註
八

}
、
龍

粛
氏
前
掲
書

、
七
三
頁

、

註
八

二
、
龍
粛

氏
、
前
掲
書

、
七
六
頁
。

謡
八
三
、
細
川
亀

一
氏
著
、
日
本
政
治
史
、

一
七

一
頁

.

註
八
四
、
龍
粛

氏
、
鎌

倉
墓

府

の
政
治
、
八
六
頁
以
下

.

註
八
五
、
平
泉
澄
氏
、
中
世
に
於
け
る
國
禮
鶴
念

(
岩
波
講
座

、
日
ま
歴
史
)

二
六
頁

、

封
建
制
下
に
於
け
る
日
本
全
体

國
家

八
七



法

.

政

研

究

第
八
巻

第

一
號

八
八

註

八
六
、
白
柳
秀
湖

氏
、
民
族

日
本
歴
更
、
職
國
編
、
七

七
頁
以
下

、
黒
板
勝
美
博
士
、
皇
家
中
興

の
大
業
、

一
〇
頁

,。

謎

八
七
、
魚
澄
惣

五
郎
氏
、
室

町
幕
府

の
政

治

(
岩
波
講
座

、
日
本
歴
史
)

二
四
頁
.、

註

八
八
、
新
見
吉
治
氏
、
武
家
政
治

の
研
究

、

一
七
〇
頁
。

註
八
八
、

三
浦
周
行
博
士
、
績
法
制
史

の
研
究
、

=
二
五

一
頁
以
下

.
白
柳
秀
湖

氏
、
民
族

日
本
歴
史
、
近
世
編
、
二
七
二
頁
。

註

八
九
、
三
浦
周
行
博
士
、
前
褐
書
、

=
二
五
五
頁

.

註
九
〇

、
小
中
村
清
矩
博
士
、
日
本
古
代
法
典
、

七
五
五
頁
"
白
柳
秀
湖
氏
、
民
族

日
本
歴

史
、
近
世
編
、
二
七
〇
頁
。

註
九

一
、
小
中
村
清
矩
博
士
、
前
掲
書
、
七
五
六
頁

、
新
見
吉
治
比
、
武
家
政
治
の
研
究
、

一
七
五
頁

.

註
九
二
、
新
見
吉
治
氏
、
前
掲
書

、

一
七

一
頁
。

註
九
三
、
新
見
吉
治
氏
、
前
掲
書

、

一
七
六
頁
。

註
九
四
、
森
清
人
氏
、
大

日
本
詔
勅
麺
解

、
七
三
五
頁
.、

註
九
五
、
清
原
貞
雄
氏
、
武
十
道
史
十
講
、
六
五
頁
以
下
。

註
九
六
、
井
上
哲
次
郎
博

士
、
.新
修
國
民
道
徳
概
論
、

一
五
〇
頁
。

註
九

七
.
承
久
職
物
語
巻
第

一
(
群
書
類
從
第

十
三
輯
)

五
七
頁

、

註
九
八
、
同
上
、
巻

『

六
三
頁

、

註
九
九
、
同

上
、
巻

二
、
六
四
頁
.

註

一
〇
〇
、
磯
野
清

氏
、
日
本
武
士
道
詳
論
、
二
八
五
頁

以
下
。

註

一
〇

一
、
磯
野
清

氏
、
前
掲
書

、
二
九
九
頁
ら

註

一
〇

『

長
岡
彌

一
郎
氏
、
武
士
道
論

(
國
文
學
と
日
本
精
神
)
八
〇
頁
。
清

原
貞
雄
氏
、
武

士
道
十
講
、
六
四
頁
。



註

}
〇
三
、
平
泉
澄

氏
、
中
世
に
於
け
る
國
禮
観
念

(
岩
波

日
本
歴
史
講
座
)

三
三
頁

、

註

一
〇
四
、
李
泉

澄
氏
、
前
掲
書

、
三
五
頁
,、

註

一
〇
五
、
長
岡
彌

一
郎
氏
、
武
士
道
論

(
國
文
學
と
日
本
精
神

)
八
〇
頁
。
清
原
貞
雄
氏
、
武
壬
道
史
十
講
、

一
〇

四
頁
以
下
。

封
絶
制
ド
に
於
け
る
日
氷
杢
畿
國
家

八
九


